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小学生バレーボール大会

中村JVC 全国制覇

　8月7日～10日に川崎市などで行われた第32回

全日本バレーボール小学生大会で、中村ジュニア

バレーボールクラブ（女子）が初優勝しました。

　当クラブの全国大会出場は2年連続10回目で、

これまでの最高成績は2009年の3位。

　昨年は、予選リーグで敗れ、決勝トーナメント

に進めませんでしたが、今年は見事全勝で全国約

5千チームの頂点に立ちました。

　8月16日、全員で市長に優勝を報告しました。

（10ページ）
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清流に歴史と文化を映すまち



映像の幡多  上映会 ～ 歴史・風土・文化とは ～
「幡多」とは何か、もはや失われ、消えつつあるのか。映像の中に残るかつての人や風景と対峙することにより、
幡多の歴史・風土・文化について考えていただきたいと思います。
■場　所　市立文化センター 大ホール　　　■時　間　14時～／19時～（各２回上映）
■鑑賞券　連続鑑賞券：1,500円／単独鑑賞券：500円　【問い合わせ先】（市）教育委員会 生涯学習課　☎（34）7311

特別講演会
　講師：中島丈博（脚本家）
　９月30日（日）　
　『祭りの準備』１回目の上映後

『祭りの準備』　９月30日（日）

『足摺岬』　10月25日（木）

『孤島の太陽』　11月27日（火）

『四万十川』　12月20日（木）

　脚本家、小説家。京都府生まれ、中村市育ち。
　1954年、中村高校卒業。1957年、上京し、シナリオ研究所に第１期生として入所。
　1973年、「津軽じょんがら節」がキネマ旬報１位。1975年、「祭りの準備」がキネマ旬
報脚本賞。その後、連続ドラマも執筆するようになり、NHKの大河ドラマは４作品と最
多である。脚本と監督を兼ねた作品に、「郷愁」（1988年）と「おこげ」（1992年）がある。

　1975年、製作・公開。昭和30年代の中村、下田を舞台にした脚本家中島丈博の半自
伝的作品。シナリオライターになる夢を胸に秘めつつ町の信用金庫に勤める青年が、
地縁・血縁のしがらみの中でもがき苦しみながら旅立ちの日を迎えるまでを描く。
　黒木和雄監督、中島丈博原作・脚本。主な出演者は、江藤潤、原田芳雄、竹下景子、馬
渕晴子、ハナ肇、浜村純など。上映時間117分。

　1954年、近代映画協会製作。田宮虎彦の同名小説をベースに、「菊坂」「絵本」などの
他の小説のエッセンスや設定などを加味して、新藤兼人が脚色した。物語の展開は、
「足摺岬」が基本となっており、姉弟に中国戦線で捕虜となる兄がいるのは「絵本」の
設定、菊坂の下宿界隈の様子や母の死は「菊坂」を取り入れている。
　吉村公三郎監督、主な出演者は、木村功、津島恵子、砂川啓介ほか。上映時間108分。

　1968年、日活映画。伊藤桂一の『「沖ノ島」よ私の愛と献身を－離島の保健婦荒木初
子さんの十八年』を、千葉茂樹が脚色し、吉田憲二が監督した映画。
　主な出演者は、樫山文枝、勝呂誉、宇野重吉、前田吟、芦川いづみほか。終戦後、沖ノ
島を舞台に、現地で保健衛生医療の普及および向上に貢献した荒木初子駐在保健婦
の献身的な活動を描いた感動の物語。上映時間は106分。

　1991年、製作・公開。笹山久三の同名小説を恩地日出夫監督が映画化したもの。
　昭和30年代ころの四万十川に住む一家を、一人の少年の眼を通して、そこに住む
人々の生活模様を描いた作品。東京国際映画祭・芸術貢献賞受賞。
　主な出演者は、樋口可南子、小林薫、山田哲平、高橋かおり、石橋蓮司ほか。上映時間
は111分。

事務職Ⅱ
(医療ソーシャル

ワーカー)

事務職Ⅰ

技術職（土木)

事務職Ⅲ
(精神保健福祉士)

昭和58年4月2日から平成7年4月1日までに生まれた人

昭和58年4月2日から平成7年4月1日までに生まれた人

昭和58年4月2日以降に生まれた人で、社会福祉士の資格を有する人または、平成25年3月
31日までに資格取得見込みの人

昭和58年4月2日以降に生まれた人で、精神保健福祉士の資格を有する人または、平成25
年3月31日までに資格取得見込みの人

昭和58年4月2日以降に生まれた人で、保健師の免許を有する人または、平成25年4月30日
までに免許取得見込みの人

日　時　10月14日（日）　午前8時40分集合（時間厳守）
会　場　中村中学校（中村東町2丁目1-30）

9月20日（木）まで（土、日、祝日除く。郵送は9月20日までの消印があるもの）

※郵送による請求は、封筒の表に「受験申込書請求」と「受験希望職種」を朱書し、宛先を明記した返信用封筒（A４サイズの
　角２封筒に120円切手添付のこと）を同封して総務課人事係まで請求してください。

（市）総務課 人事係（本庁３階）
〒787-8501　四万十市中村大橋通4丁目10番地
☎（34）1803または（34）1111（内線2322、2323、2324、2325）
※Eメールでのお問い合わせについてはお答えできませんのでご注意ください。

①市役所本庁１階総合案内（土､日､祝日は庁舎北側守衛室）  ②西土佐総合支所地域企画課（土､日､祝日は宿直室）
③市公式ホームページからダウンロードできます

市職員採用資格試験案内（平成25年度採用）

職　種

　受験申込書・試験案内の配布場所等

問い合わせ・申込先

若干名

若干名

保健師 若干名

昭和58年4月2日以降に生まれた人で、保育士の資格を有する人または、平成25年3月31日
までに資格取得見込みの人

保育士 若干名

昭和48年4月2日以降に生まれた人で、看護師の免許を有する人または、平成25年4月30日
までに免許取得見込みの人

看護師 若干名

昭和58年4月2日以降に生まれた人で、調理師の免許を有する人または、平成25年3月31日
までに免許取得見込みの人

調理員 若干名

１名

１名
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国
へ
強
く
要
望
　

　

本
市
に
お
い
て
、南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

に
よ
り
大
き
な
津
波
被
害
が
予
想
さ
れ
る

の
が
四
万
十
川
沿
い
で
す
。河
口
か
ら
遡
上

し
て
く
る
津
波
に
そ
な
え
、
避
難
路
、
避
難

場
所
の
確
保
の
ほ
か
、
堤
防
の
耐
震
強
化
、

水
門
・
樋
門
の
補
強
等
、
万
全
の
対
策
を
講

じ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

７
月
31
日
と
８
月
１
日
、四
国
治
水
期
成

同
盟
連
合
会（
四
水
連
）に
よ
る
政
府
、国
土

交
通
省
、国
会
要
望（
地
元
選
出
国
会
議
員
）

に
お
い
て
、四
万
十
川
河
川
改
修
期
成
同
盟

会
（
会
長
・
四
万
十
市
長
）
と
し
て
、
こ
の
こ

と
を
強
く
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
８
日
に
は
、
全
国
市
長
会
主

催
に
よ
る
「
防
災
行
政
に
関
す
る
内
閣
府
、

消
防
庁
と
の
意
見
交
換
会
」が
東
京
で
開
か

れ
、全
国
５
市
長
が
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

　

四
万
十
市
長
は
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

対
象
地
域
を
代
表
し
て
出
席
し
、最
大
津
波

高
推
計
が
30
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
高
知
県

幡
多
地
域
の
実
情
を
述
べ
、住
民
の
生
命
と

財
産
等
を
守
っ
て
い
く
た
め
の
緊
急
対
策
、

財
政
支
援
等
盛
り
込
ん
だ「
南
海
ト
ラ
フ
超

巨
大
地
震
対
策
特
別
措
置
法（
仮
称
）」を
早

急
に
制
定
す
る
よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。

（
他
に
は
、宮
城
県
岩
沼
市
長
、東
京
都
荒
川

区
長
、
静
岡
県
裾
野
市
長
、
奈
良
県
天
理
市

長
が
出
席
）

　

四
万
十
川
を
本
川
と
す
る
渡
川
水
系
は
、
四
国
西

南
部
の
台
風
常
襲
地
帯
で
あ
り
、
古
く
か
ら
頻
繁
に

洪
水
被
害
に
見
舞
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
な
か
で
も
、

昭
和
10
年
８
月
、
昭
和
38
年
８
月
に
は
大
規
模
な
洪

水
氾
濫
に
よ
り
多
く
の
命
が
失
わ
れ
た
ほ
か
、
近
年

で
は
、
平
成
17
年
９
月
洪
水
（
戦
後
第
２
位
）
な
ど
、

無
堤
箇
所
に
お
い
て
浸
水
を
は
じ
め
と
し
た
洪
水

被
害
が
頻
発
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
に
よ
る
地
震
、
津
波
被
害
を
目
の
当
た
り
に
し

強
い
不
安
感
を
抱
く
今
日
、
今
後
起
こ
り
う
る
東
南

海
・
南
海
地
震
で
も
同
様
な
被
害
が
想
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ら
災
害
に
対
し
貴
重
な
生
命
、
財
産

を
守
り
地
域
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
四
万
十
川
の
雄
大
な
自
然
か
ら
な
る
、
河

口
部
の
干
潟
や
汽
水
域
、
瀬
・
淵
、
ワ
ン
ド
、
河
岸
等

の
貴
重
且
つ
多
様
な
水
域
を
保
全
す
る
と
と
も
に
、

地
域
の
個
性
と
活
力
、
歴
史
や
文
化
が
実
感
で
き
る

よ
う
「
清
流
四
万
十
川
」
を
次
世
代
に
継
承
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

治
水
事
業
予
算
が
大
き
く
削
減
さ
れ
、
ダ
ム
事
業

の
検
証
な
ど
今
後
の
治
水
事
業
に
と
っ
て
大
き
な

打
撃
が
生
じ
て
い
る
状
況
の
な
か
、
自
然
災
害
か
ら

流
域
住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
り
、
安
全
且
つ
安
定

し
た
生
活
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
本
来
国
の
果
た
す

べ
き
責
務
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
四
万
十
川
流
域
の
実
情
を
十
分

ご
賢
察
頂
き
、
洪
水
や
津
波
被
害
を
未
然
に
防
止

し
、
安
全
で
安
心
な
生
活
の
確
保
と
良
好
な
水
辺
環

境
の
整
備
・
保
全
を
図
る
た
め
、次
の
事
項
の
実
現

に
つ
い
て
格
段
の
ご
配
慮
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
、
　

渡
川
水
系
の
適
切
な
管
理
・
整
備
を
国
に
お
い

て
引
き
続
き
推
進
す
る
こ
と
。
ま
た
、
施
設
点

検
や
補
修
に
必
要
な
維
持
管
理
予
算
を
確
実

に
確
保
す
る
こ
と
。

二
、
　

検
証
中
で
あ
る
横
瀬
川
ダ
ム
に
つ
い
て
、早
期

に
本
体
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
。
ま
た
、
建
設

事
業
予
算
の
確
保
並
び
に
早
期
完
成
を
図
る

こ
と
。

三
、
　

無
堤
箇
所
、弱
小
堤
防
の
整
備
並
び
に
内
水
被

害
の
早
期
解
消
を
図
る
こ
と
。

四
、
　

河
口
処
理
計
画
（
下
田
港
改
修
・
河
口
部
河
川

改
修
）の
早
期
完
成
並
び
に
事
業
予
算
の
確
保

を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
河
口
砂
州
の
早
期
復
元

並
び
に
維
持
・
保
全
対
策
を
行
う
こ
と
。

五
、
　

津
波
対
策
に
お
け
る
水
門
・
樋
門
の
補
強
・
自

動
化
に
引
き
続
き
、堤
防
の
耐
震
対
策
等
の
整

備
促
進
を
図
る
こ
と
。

六
、
　

豊
か
な
自
然
生
態
系
の
保
全･

復
元
を
図
る
た

め
、四
万
十
川
自
然
再
生
事
業
を
推
進
す
る
こ

と
。

七
、
　

災
害
時
の
危
機
管
理
体
制
の
強
化
を
図
る
こ

と
。

以
上

　
　
　

平
成
24
年
８
月
１
日

　
　
　
　
　

四
万
十
川
改
修
期
成
同
盟
会

　
　
　
　
　

会
長（
四
万
十
市
長
）
　

田 

中  

全

四
万
十
川
の
地
震
津
波
、治
水
対
策

国交省 津川祥吾政務官への要望

防災行政に関する内閣府・消防庁との意見交換会

要 

望 

書
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昨
年
の
東
日
本
大
震
災
や
各
地
で
起
こ
る

豪
雨
災
害
な
ど
、
高
齢
者
や
障
害
を
持
っ
た

人
な
ど
の「
災
害
時
要
援
護
者
」が
犠
牲
に
な

る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
〝
い
の
ち
を
守
る
〞
取
り
組
み

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
災
害
時
に
援
護
が
必
要

な
人
の
情
報
（
氏
名
、
家
族
構
成
、
身
体
の
具

合
、住
居
構
造
な
ど
）を
把
握
し
、「
災
害
時
要

援
護
者
見
守
り
台
帳
」
に
登
録
す
る
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。

　

登
録
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
普
段
は

民
生
委
員
や
区
長
さ
ん
な
ど
が
日
常
の
声
か

け
や
見
守
り
活
動
に
利
用
す
る
ほ
か
、
災
害

が
起
き
た
と
き
に
は
、行
政
や
消
防
団
、自
主

防
災
会
な
ど
が
避
難
支
援
や
安
否
確
認
、
救

護
活
動
を
迅
速
に
行
う
た
め
の
情
報
と
し
て

活
用
し
ま
す
。

　

登
録
の
対
象
者
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
四
万
十

市
と
な
る
よ
う
、
ご
自
身
や
ご
近
所
で
該
当

す
る
人
が
い
ま
し
た
ら
、
下
記
の
受
付
窓
口

ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

(

１)

満
75
歳
以
上
の
単
身
で
お
住
ま
い
の
人

ま
た
は
満
75
歳
以
上
の
人
の
み
で
お
住

ま
い
の
人

(

２)

要
介
護
３
〜
５
の
認
定
を
受
け
て
い
る

人
(

３)

身
体
障
害
者
手
帳（
１
級
・
２
級
）を
お
持

ち
の
人

(

４)

療
育
手
帳（
Ａ
１
・
Ａ
２
）を
お
持
ち
の
人

(

５)

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を
お

持
ち
の
人

(

６)

前
各
号
に
準
じ
る
状
態
に
あ
る
人
で
、特

に
災
害
時
の
支
援
が
必
要
と
市
長
が
認

め
る
人

※

右
記
に
該
当
し
て
い
る
人
の
う
ち
、
同
居

　

す
る
家
族
等
の
支
援
が
受
け
ら
れ
ず
、
日

　

常
の
安
否
確
認
が
必
要
な
人
や
災
害
時
の

　

避
難
誘
導
等
の
支
援
が
受
け
ら
れ
な
い
人

　

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
登
録
方
法

　

左
記
担
当
窓
口
に
直
接
申
し
込
み
を
す
る

か
、
民
生
委
員
を
通
じ
て
登
録
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。（
登
録
の
際
に
は
申
請
書
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
）

【
受
付
窓
口
】

（
本
　
　

庁
）保
健
介
護
課 

長
寿
介
護
係

　
　

☎（
３
４
）１
１
６
５

（
本
　
　

庁
）福
祉
事
務
所 

社
会
福
祉
係

　
　

☎（
３
４
）１
１
２
０

（
本
　
　

庁
）総
務
課 

防
災
対
策
係

　
　

☎（
３
５
）２
０
４
４

（
総
合
支
所
）保
健
課
　
　

　
　

☎（
５
２
）１
１
３
２

（
総
合
支
所
）地
域
企
画
課
　

　
　

☎（
５
２
）１
１
１
１

　

地
震
や
大
津
波
、
国
外
か
ら
の
武
力
攻
撃

な
ど
の
災
害
時
に
消
防
庁
か
ら
の
緊
急
情
報

を
瞬
時
に
知
ら
せ
る
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム「
Ｊ-

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ（
ジ
ェ
イ
・
ア
ラ
ー
ト
）」

に
つ
い
て
、
全
国
一
斉
の
緊
急
情
報
伝
達
試

験
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

本
市
で
も
次
の
内
容
で
試
験
を
実
施
い
た

し
ま
す
の
で
混
乱
の
無
い
よ
う
ご
注
意
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
実
際
に
災
害
が
起
こ
っ
た

こ
と
を
想
定
し
、
自
ら
の
取
る
べ
き
行
動
に

つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
　

程
　

９
月
12
日（
水
）

■
時
　

間
　

午
前
10
時

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分

　

※

２
回
実
施
し
ま
す
。

■
伝
達
の
方
法

① 

消
防
サ
イ
レ
ン
、無
線
に
よ
る
音
声
放
送

② 

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
に
よ
る
戸
別
放
送

③ 

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
を
通
じ
た
地
区
有
線
放

　
 

送
に
よ
る
音
声
放
送

　
 

（
エ
リ
ア
ト
ー
ク
、一
部
地
域
の
み
）

災
害
時
要
援
護
者
登
録

急
い
で
く
だ
さ
い

全
国
一
斉
自
動
放
送
試
験

【このページについての問い合わせ先】（市）総務課 防災対策係　☎（３５）２０４４

■四万十市の情報伝達試験イメージ

消防サイレン

IP告知端末

エリアトーク

住民伝達手段

全国瞬時警報システム

災害発生　→　消防庁　→ 通信衛星 →　四万十市　→ →　市民
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市
民
の
健
康
増
進
を
図
る
た
め
に
、今
年
度
か
ら
市
民
病
院
の

医
師（
矢
野
昭
起
医
師
）と
保
健
介
護
課
の
保
健
師
が
連
携
し
、地

域（
区
等
の
小
集
落
単
位
）へ
出
向
く
ミ
ニ
健
診
を
開
始
し
ま
し
た
。

健
診
の
内
容
は
、保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談
や
血
圧
等
の
測
定
と

医
師
に
よ
る
問
診
で
す
。

　

医
師
が
直
接
、健
康
相
談
に
乗
る
こ
と
で
、潜
在
的
な
病
気
や
生

活
習
慣
病
等
の
早
期
発
見
、早
期
治
療
に
結
び
付
け
、当
該
地
域
の

健
康
力
を
底
上
げ
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
、初
め
て
の
取
組
で
あ
る
こ
と
か
ら
健
康
福
祉
委
員

会
を
設
立
し
て
い
る
地
区
等
の
う
ち
か
ら
30
地
区
を
選
定
し
実
施

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
が
、来
年
度
以
降
は
地
区
を
拡
大
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　

最
初
の
8
月
は
井
沢
団
地
を
皮
切
り
に
安
並
団
地
、古
津
賀
第

1
団
地
お
よ
び
第
2
団
地
の
4
か
所
で
実
施
。9
月
以
降
も
毎
月

3
〜
4
か
所
で
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
、医
師
の
問
診
が
丁
寧
で
い
ろ
い
ろ
と
相
談
が

で
き
る
の
で
、大
変
良
か
っ
た
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。ま
た
、

待
ち
時
間
に
久
し
ぶ
り
に
集
ま
る
地

域
の
人
々
が
談
笑
し
、楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
市
）保
健
介
護
課（
健
康
福
祉
担
当
）

0（
３
４
）１
１
６
５

活
き
活
き
訪
問
健
診
・
健
康
相
談
事
業

「
地
域
に
飛
び
込
み
ミ
ニ
健
診
」を
始
め
ま
し
た

井沢団地安並団地古津賀第2団地

　

市
で
新
た
に
農
業
を
始
め
て
み
た
い
と

希
望
す
る
人
に
、実
践
的
な
農
業
研
修
を
行

い
、地
域
農
業
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
育

成
を
図
る
た
め
の
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

■
中
村
地
域

研
修
時
期
　

平
成
25
年
４
月
〜

研
修
期
間
　

１
年
以
上
２
年
以
内

研
修
内
容

中
村
地
域
の
受
入
農
家
の
指
導
の
も
と
、

露
地
、施
設
野
菜
、水
稲
な
ど
の
農
業
技

術
、経
営
感
覚
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

（
受
入
農
家
の
事
情
に
よ
り
研
修
で
き
な

い
品
目
も
あ
り
ま
す
）

募
集
期
間
　

11
月
９
日（
金
）ま
で

募
集
人
員
　

若
干
名

研
修
手
当
　

年
額
１
８
０
万
円

応
募
要
件

①
研
修
開
始
ま
で
に
市
内
に
住
所
を
有
す

る
人
　
　

②
概
ね
18
歳
以
上
50
歳
未
満
　
　
　

③
研
修
終
了
後
、１
年
以
内
に
就
農
を
開
始

す
る
こ
と

応
募
方
法

所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入
の
う
え
、本
庁

農
業
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。用
紙
は

本
庁
農
業
課
、支
所
産
業
建
設
課
で
お
受

け
取
り
く
だ
さ
い
。

※
支
給
方
法
や
、そ
の
他
応
募
要
件
等
の
詳

細
に
つ
い
て
は
市
農
業
課
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）農
業
課
　

0（
３
４
）１
１
１
７

■
西
土
佐
地
域

研
修
時
期
　

平
成
25
年
４
月
１
日

　
　
　
　
　

〜
平
成
27
年
３
月
31
日

研
修
場
所
　

西
土
佐
農
業
公
社

研
修
内
容

研
修
１
年
目
は
農
業
公
社
圃
場
を
主
に

幅
広
い
農
業
研
修
を
行
い
ま
す
。研
修
２

年
目
は
研
修
終
了
後
に
取
り
組
む
栽
培

品
目
に
向
け
て
市
内
外
で
の
集
中
研
修

を
行
い
ま
す
。

※
日
・
祝
日
は
休
日
で
す
が
、交
代
で
日
直

当
番
が
あ
り
ま
す
。

募
集
期
間
　

９
月
28
日（
金
）ま
で

募
集
人
数
　

若
干
名

研
修
手
当
　

年
額
１
８
０
万
円

応
募
要
件

①
18
歳
以
上（
平
成
25
年
３
月
31
日
現
在
）

概
ね
35
歳
以
下
で
心
身
共
に
健
康
な
人

②
市
内
に
住
所
を
有
す
る
か
、住
所
を
市
内

に
移
し
将
来
と
も
市
内
に
在
住
す
る
人

③
農
業
公
社
の
目
的
に
添
い
、農
業
振
興
に

積
極
的
に
取
り
組
む
意
欲
の
あ
る
人

④
研
修
終
了
後
は
、市
内
で
就
農
す
る
意
欲

の
あ
る
人

応
募
方
法

　

所
定
の
申
込
用
紙
お
よ
び
、履
歴
書（
市

　

販
の
用
紙
に
顔
写
真
を
添
付
）に
記
載
の

　

上
、農
業
公
社
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
は
農
業
公
社
、支
所
産
業
建
設
課
、

　

西
土
佐
地
域
各
小
組
合
長
、本
庁
農
業
課

　

で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
財
）四
万
十
市
西
土
佐
農
業
公
社

　

0（
５
２
）２
６
６
６
　

新
規
就
農
研
修
生
募
集
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高
齢
化
や
人
口
減
少
に
直
面
し
て
い

る
中
山
間
地
域
の
担
い
手
不
足
を
補
う

た
め
、主
に
都
市
地
域
か
ら
の
移
住
希
望

者
で
地
域
活
性
化
に
意
欲
の
あ
る
人
を
、

国
の
制
度
を
活
用
し
た
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
募
集
し
ま
し
た
。

　

国
内
外
か
ら
21
人
の
応
募
が
あ
り
、選

考
の
う
え
、
８
月
１
日
（
水
）
、
３
人
に
委

嘱
し
ま
し
た
。

　

３
人
は
西
土
佐
地
域
に
住
居
を
構
え
、

こ
れ
か
ら
最
長
３
年
間
、地
域
住
民
と
協

働
で
地
域
の
課
題
解
決
や
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

協
力
隊
に
は
地
域
外
か
ら
の
視
点
を

活
か
し
、埋
も
れ
て
い
た
地
域
資
源
の
発

見
や
新
し
い
地
域
活
性
化
の
発
想
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
総
合
支
所
）

　

地
域
企
画
課 

地
域
振
興
係

　

☎（
５
２
）１
１
１
１

地
域
お
こ
し

協
力
隊

３
人
を
西
土
佐
に
配
置

地
域
お
こ
し

協
力
隊

３
人
を
西
土
佐
に
配
置

　私の四万十川との縁は今から14年前にキャンプで初めてこの地を訪れたことが

きっかけでした。その時、日本の原風景のような印象を強く感じ、それ以来四万十川

のとりこになり、毎年遊びに来ていました。報恩感謝の心でさまざまな問題に直面し

た山間地域の集落を地域の方々と二人三脚で、私の持ち得る限りの知恵と力を出し

切り、魅力ある地域にしていきたいと思います。小脇淳平（34）
兵庫県出身

　７年前に四国を初めて旅行し、そのときに訪れた高知県の空気と四万十川を流れ

る屋形船からの風景にひとめぼれしました。それから毎年１度は高知に訪れるよう

になり、人や食べ物などとの出会いから、来るたびに移住したい気持ちが膨らみまし

た。草木染めを勉強していることもあり、物作りが好きなので、この土地の山や自然、

農作物などの素材を使い、地域に馴染む特産物などを作り出せたらと思っています。
佐々ひろみ（37）

京都府出身

　私は約１年半前にインターシップをきっかけに四万十を訪れて、さまざまな方と

出会い、多くのことを教わり、気付かせて頂きながら、この土地に住みたいと強く感

じるようになりました。まだまだ無知なことが多くこれからご迷惑をたくさんお掛

けすることと思いますが、ひとつずつ教えて頂きながら、自分なりに精一杯活動して

いきたいと思います。見つけたらぜひ一声掛けてください。三木香織（25）
香川県出身

　

「
四
万
十
市
へ
の
在
住
を
支
援
す
る
協
議
会
」
で

は
７
月
26
日
、
今
後
積
極
的
に
移
住
支
援
を
進
め
て

い
く
た
め
、
実
際
に
本
市
へ
移
住
を
し
て
き
た
人
の

声
を
聞
く
交
流
会（
意
見
交
換
）を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
５
組
６
人
の
移
住
者
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
移
住
希
望
者
が
求
め
る
支
援
、
本
市
へ
の
要

望
な
ど
貴
重
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
れ
ら

は
今
後
の
施
策
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

■
移
住
者
か
ら
の
意
見

・
四
万
十
市
は
自
然
環
境
、
食
材
が
非
常
に
良
い
。

　

四
万
十
川
は
全
国
的
に
も
通
じ
る
ネ
ー
ム
バ

　

リ
ュ
ー
が
あ
る
。

・
良
い
も
の
が
あ
る
の
に
、
そ
れ
を
全
国
に
上
手
く

　

ア
ピ
ー
ル
で
き
て
い
な
い
。

・
仕
事
が
な
い
。
平
均
賃
金
に
比
べ
て
生
活
必
需
品

　

な
ど
の
物
価
が
高
く
感
じ
る
。

・
移
住
者
を
呼
び
込
も
う
と
い
う
意
識
が
弱
い
の
で

　

は
な
い
か
。

・
人
が
良
く
て
垣
根
が
な
い
。反
面
、距
離
が
近
い
た

　

め
批
判
的
な
こ
と
を
言
い
づ
ら
い
。

・
他
で
や
ら
な
い
こ
と

　

を
や
っ
て
全
国
の
先

　

駆
け
に
な
れ
ば
、
地

　

元
の
誇
り
や
ア
ピ
ー
ル

　

に
な
る
。

・
人
口
の
流
出
を
減
ら

　

す
こ
と
も
大
切
。
地

　

元
で
生
ま
れ
た
も
の

　

が
定
着
し
な
い
場
所

　

に
は
移
住
者
も
来
な

　

い
。 移

住
者
と
の
交
流
会

【問い合わせ先】（市）企画広報課 企画調整係（四万十市への在住を支援する協議会事務局）☎（34）1129
平
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7
月
16
日
〜
8
月
15
日

７
月
17
日
　

高
南
・
幡
東
漁
業
秩
序
を
守
る
会
総
会

　
　

18
日
　

岩
手
県
久
慈
市
議
会
視
察
対
応

　
　
　
　
　

高
知
西
南
地
域
公
共
交
通
協
議
会
総
会

　
　

20
日
　

四
万
十
ヒ
ノ
キ
推
進
協
議
会
総
会

　
　

21
日
　

四
国
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
公
式
戦
開
会
式

　
　

22
日
　

後
川
フ
レ
ッ
シ
ュ
直
販
所
記
念
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
　

西
土
佐
商
工
会
浜
田
敦
夫
会
長
全
国
副
会

　
　
　
　
　

長
就
任
祝
賀
会

　
　

24
日
　

国
道
4
3
9
号
杓
子
バ
イ
パ
ス
整
備
促
進

　
　
　
　
　

期
成
同
盟
会
総
会

　
　

25
日
　

竹
屋
敷
ふ
る
さ
と
活
性
夏
祭
り

　
　

26
日
　

東
山
地
区
区
長
会
要
望
受

　
　
　
　
　

Ｊ
Ａ
高
知
は
た
青
果
物
販
売
取
引
検
討
会

　
　
　
　
　

権
谷
地
区
要
望
受

　
　
　
　
　

市
移
住
支
援
協
議
会
意
見
交
換
会

　
　

27
日
　

四
万
十
川
改
修
期
成
同
盟
会
総
会

　
　

28
日
　

市
民
祭

　
　

30
日
　

人
権
教
育
研
究
大
会
開
会
行
事

　
　
　
　
　

国
保
連
合
会
総
会（
高
知
市
）

　
　

31
日
　

四
万
十
川
改
修
期
成
同
盟
会
国
交
省
・
国
会

　
　
　
　
　

議
員
要
望
　

〜
１
日（
東
京
）

８
月
１
日
　

全
国
農
協
中
央
会（
同
）

　
　
　
　
　

協
同
組
合
振
興
研
究
議
員
連
盟
勉
強
会（
同
）

　
　

２
日
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
３
名
へ
の
委
嘱
式

　
　

４
日
　

第
18
回
四
万
十
川
水
泳
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
　

６
日
　

下
山
路
土
地
改
良
区
要
望
受

　
　
　
　
　

入
田
地
区
要
望
受

　
　

７
日
　

フ
ジ
テ
レ
ビ
と
ド
ラ
マ
制
作
協
議

　
　
　
　
　

高
知
日
赤
病
院（
高
知
市
）

　
　
　
　
　

高
知
県
農
協
中
央
会（
同
）

　
　

８
日
　

防
災
行
政
に
関
す
る
内
閣
府
・
消
防
庁
と
の

　
　
　
　
　

意
見
交
換（
東
京
）

　
　
　
　
　

日
清
食
品
本
社（
同
）

　
　

９
日
　

国
道
56
号
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
総
会（
中

　
　
　
　
　

土
佐
町
）

　
　

10
日
　

若
草
園
創
立
55
周
年
記
念
式
典

　
　

13
日
　

野
菜
価
格
安
定
基
金
制
度
検
討
会

　
　
　
　
　

江
川
本
村
地
区
盆
踊
り

　
　

14
日
　

政
策
会
議
、口
屋
内
地
区
盆
踊
り

　
　

15
日
　

大
宮
ま
つ
り（
盆
踊
り
）

日
　
　

誌

　

本
市
を
舞
台
に
連
続
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が
つ

く
ら
れ
ま
す
。
タ
イ
ト
ル
は
「
遅
咲
き
の
ヒ
マ

ワ
リ
〜
ボ
ク
の
人
生
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
〜
」
。

フ
ジ
テ
レ
ビ
（
共
同
テ
レ
ビ
）
制
作
。
10
月
か

ら
毎
週
火
曜
日
夜
９
時
放
送
。
県
内
で
は
高

知
さ
ん
さ
ん
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
ま
す
。

　

映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
誘
致
す
る
こ
と

は
、
観
光
P
R
等
地
域
活
性
化
の
た
め
の
起

爆
剤
に
な
る
こ
と
か
ら
、
本
市
と
し
て
も
「
龍

馬
伝
」
を
誘
致
し
た
実
績
の
あ
る
高
知
県
観

光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
（
フ
ィ
ル
ム
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
）
と
連
携
を
し
て
、
関
係
方
面
に

そ
の
働
き
か
け
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
こ
の
ほ
ど
制
作
会
社
か
ら
、

本
市
で
ロ
ケ
が
可
能
か
打
診
が
あ
り
、
何
度

も
テ
レ
ビ
局
ス
タ
ッ
フ
と
協
議
、
打
ち
合
わ

せ
を
し
た
う
え
で
、
全
面
協
力
を
約
束
し
ま

し
た
。

　

フ
ジ
テ
レ
ビ
で
は
、
か
つ
て
北
海
道
富
良

野
を
舞
台
に
名
作
「
北
の
国
か
ら
」
を
制
作
し

ま
し
た
。
今
度
は
西
日
本
の
大
自
然
を
舞
台

に
し
て
、
地
方
で
生
活
を
し
、
悩
み
な
が
ら
い

ろ
ん
な
問
題
に
向
き
合
っ
て
い
く
若
者
群
像

を
描
き
た
い
と
、
各
地
を
調
査
し
た
結
果
、
四

万
十
川
と
い
う
自
然
が
あ
り
、
中
山
間
地
対

策
や
地
域
医
療
を
守
る
課
題
に
取
り
組
ん
で

い
る
本
市
が
ピ
ッ
タ
リ
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。

　

本
市
で
は
、
８
月
か
ら
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
」
３
名
を
都
会
地
か
ら
採
用
し
ま
し
た
。
ま

た
、
市
民
病
院
で
は
９
月
か
ら
地
元
出
身
の

泌
尿
器
科
医
師
（
中
尾
昌
宏
先
生
）
が
帰
っ
て

き
て
く
れ
ま
し
た
。
ド
ラ
マ
脚
本
は
オ
リ
ジ

ナ
ル
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
内
容
も
盛
り
込

ま
れ
る
見
込
み
で
す
。

　

主
人
公
（
出
演
者
・
生
田
斗
真
）
は
、
四
万
十

市
の
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
に
応
募
し
、
東

京
か
ら
移
住
を
し
て
く
る
青
年
で
す
。
東
京

で
の
生
活
に
将
来
の
夢
を
見
つ
け
ら
れ
ず
、

カ
ヌ
ー
に
興
味
を
も
っ
て
い
た
か
ら
で
も
あ

り
ま
す
。

　

相
手
役
（
同
・
真
木
よ
う
子
）
は
、
こ
れ
も
東

京
の
大
学
病
院
か
ら
市
民
病
院
に
帰
っ
て
く

る
地
元
出
身
医
師
で
す
。

　

こ
の
若
い
２
人
を
軸
に
、
同
世
代
の
友
人

た
ち
を
絡
め
て
ド
ラ
マ
は
展
開
し
て
い
き
ま

す
。

「
ど
こ
か
懐
か
し
く
、
だ
け
ど
、
現
代
の
日
本

を
映
し
出
す
、
新
し
い
群
像
ド
ラ
マ
」「
将
来

へ
の
不
安
を
持
ち
な
が
ら
、
毎
日
変
わ
ら
な

い
生
活
を
送
る
若
者
た
ち
。
そ
し
て
彼
ら
を

取
り
巻
く
人
々
。
そ
の
街
に
、
あ
る
男
が
移
住

し
て
き
た
こ
と
で
何
か
が
変
わ
り
始
め
る
」

と
い
う
企
画
で
す
。

　

過
疎
、
高
齢
化
が
進
む
中
山
間
地
域
の
問

題
や
そ
の
中
で
市
民
病
院
が
果
た
す
べ
き
役

割
な
ど
も
テ
ー
マ
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
の
で
、

市
民
の
み
な
さ
ん
も
ご
ら
ん
に
な
り
、
一
緒

に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

「
龍
馬
伝
」
で
は
実
際
の
ロ
ケ
は
県
内
で
は

ほ
と
ん
ど
行
な
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ

の
ド
ラ
マ
で
は
９
月
中
旬
か
ら
市
内
各
所
で

ロ
ケ
が
行
わ
れ
ま
す
。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
こ

れ
だ
け
の
ロ
ケ
隊
が
入
る
の
は
、
本
市
で
は

は
じ
め
て
の
こ
と
で
す
。
四
万
十
市
は
実
名

で
登
場
し
、
四
万
十
川
や
中
村
の
町
の
風
景

が
ふ
ん
だ
ん
に
紹
介
を
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

出
演
者
は
ほ
か
に
、
国
仲
涼
子
、
木
村
文
乃
、

桐
谷
健
太
、香
椎
由
宇
、柄
本
佑
な
ど
で
す
。

　

フ
ジ
テ
レ
ビ
の
夜
９
時
台
の
ド
ラ
マ
と
言

え
ば
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ
ム
で
す
。
本
市
の
映

像
が
全
国
に
流
れ
る
こ
と
は
、
観
光
面
で
も

大
き
な
追
い
風
に
な
り
ま
す
。

　

ド
ラ
マ
の
成
功
に
向
け
て
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

ド
ラ
マ
と
真
実

市
長
談
話
室

市
長
談
話
室

フジテレビ制作スタッフ（監督、プロデューサー）
と打ち合わせ
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四
万
十
市
農
商
工
連

携
支
援
事
業
で
は
、商

品
企
画
・
開
発
段
階
か

ら
加
工
、販
路
開
拓
・
拡

大
に
い
た
る
ま
で
総
合

的
に
支
援
し
ま
す
。

　

お
互
い
が
持
っ
て
い

る
技
術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を

い
か
し
な
が
ら
、新
た

な
商
品
開
発
、新
た
な

サ
ー
ビ
ス
提
供
な
ど
に

取
り
組
み
た
い
と
い
う
農
林
漁
業
者
や
中
小
企
業
者

を
募
集
し
ま
す
。

　

ア
イ
デ
ア
を
お
持
ち
の
人
は
、ま
ず
は
市
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◆
事
業
内
容
・
支
援
内
容

　

 

◇
調
査
、研
究
段
階

　
　

〔
事
業
内
容
〕

先
進
地
視
察
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
招
致
　

な
ど

　
　

〔
補
助
率
〕10
／
10
以
内

　

 

◇
事
業
実
施
段
階

　
　

〔
事
業
内
容
〕

商
品
開
発
・
改
良
、販
路
開
拓
・
販
売
促
進
、加

工
機
械
等
の
導
入
、施
設
整
備
　

な
ど

　
　

〔
補
助
率
〕１
／
２
以
内

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
市
）商
工
課
　

 

0（
３
４
）１
１
２
６

農
商
工
連
携
支
援
事
業

協
働
の
森
づ
く
り
事
業

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
協
定
を
更
新

　

日
鉄
環
境
プ
ラ
ン
ト
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ズ
株
式
会
社
、高
知
県
お
よ
び
四
万
十
市
は
、

平
成
21
年
８
月
７
日
か
ら
の
３
年
間
の
期

間
で
、県
が
取
り
組
む「
環
境
先
進
企
業
と

の
協
働
の
森
づ
く
り
事
業
」の
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
協
定
を
締
結
し
、こ
れ
ま
で
59 

ha
の
協
定

林
に
お
い
て
除
伐
、間
伐
、作
業
道
開
設
な

ど
の
森
林
整
備
を
行
っ
た
ほ
か
、地
域
住
民

で
構
成
す
る「
し
ま

ん
と
黒
尊
む
ら
」と

と
も
に
、黒
尊
む
ら

祭
り
や
農
家
民
泊
を

組
み
合
わ
せ
た
交
流

活
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

今
年
の
８
月
６
日

に
協
定
期
間
の
満
了

を
迎
え
ま
し
た
が
、

引
き
続
き
当
事
業
に

ご
協
力
い
た
だ
け
る

こ
と
と
な
り
、こ
の

た
び
、下
記
内
容
に

よ
り
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

協
定
を
更
新
し
ま
し

た
。

名 　 称

場 　 所
面 　 積
協定期間
協定金額

地球のために 未来のために 
四万十市NSESの森
西土佐玖木字地吉185ほか
３４.２７ha（市有林）
H24.８.７ ～ H27.８.６
総額300万円（3年間）

【協定森林の概要】

当該事業で開発したゆず、ぶしゅかん、
栗の加工品とかりんとう

　

来
年
10
月
27
日
、28
日
に
本
市
で
開
催
さ
れ
る
「
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
よ
さ
こ
い
高
知
２
０
１
３
」グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
流

大
会
に
向
け
た
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
　

時
　

10
月
27
日（
土
）８
時
30
分
受
付
開
始
　
　

　
　
　
　

※
予
備
日：

28
日（
日
）

場
　

所
　

四
万
十
ス
タ
ジ
ア
ム
・
多
目
的
広
場（
安
並
）

参
加
資
格
　

60
歳
以
上

募
集
期
間
　

９
月
29
日（
土
）ま
で
に
必
着
の
こ
と

参
加
料
　

１
人
３
０
０
円

大
会
要
項

　

・
原
則
と
し
て
日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
競
技
規
則
を

適
用
す
る
。

　

・
８
ホ
ー
ル
×
３
コ
ー
ス
の
合
計
24
ホ
ー
ル
の
合
計
打
数
で
競
う
。

　

・
１
組
６
人
で
編
成
し
、各
ホ
ー
ル
一
斉
ス
タ
ー
ト
と
す
る
。

※
詳
細
は
参
加
申
込
書
と
あ
わ
せ
て
配
布
す
る
開
催
要
項
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。天
候
そ
の
他
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

高
知
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
加
盟
の
各
ク
ラ
ブ
で
取
り

　

ま
と
め
る
か
、保
健
介
護
課
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
推
進
係
か
ら
開

　

催
要
項
お
よ
び
参
加
申
込
書
を
取
り
寄
せ
、左
記
ま
で
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。

　
　（

市
）保
健
介
護
課 

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
推
進
係

〒
７
８
７
‐
８
５
０
１
　

四
万
十
市
中
村
大
橋
通
４
丁
目
10

☎（
３
４
）１
１
６
５
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
３
４
）０
５
６
７
　

E
-M

a
il：
n
e
n
rin

@
c
ity

.sh
im
a
n
to
.lg

.jp

グラウンド・ゴルフ
交流リハーサル大会
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ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
多
数
の
申
し
込

み
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
は
業
務
分
担
、
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
作
成
等
の
準
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会
を
左
記
の
日
程
で
開
催
し

ま
す
。今
年
は
給
水
に
関
す
る
大
き
な
変
更
も
あ
る
の
で
、ベ

テ
ラ
ン
の
人
も
必
ず
出
席
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

■
中
村
事
務
局
へ
申
し
込
み
を
し
た
人

　

日
　

時
　

10
月
３
日（
水
）
　

18
時
30
分
〜

　

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館 

２
階
大
ホ
ー
ル
ほ
か

　

※

全
体
会
の
後
に
各
班
別
の
説
明
会
を
行
い
ま
す

■
西
土
佐
事
務
局
へ
申
し
込
み
し
た
人
お
よ
び
依
頼
さ
れ
た
人

　

日
　

時
　

10
月
上
旬
予
定
　

19
時
30
分
〜

　

場
　

所
　

西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

 

大
会
当
日
の
お
願
い

　

コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
道
路
は
道
幅
の
狭
い
と
こ
ろ
が
多

く
あ
る
の
で
、
大
会
当
日
は
ラ
ン
ナ
ー
の
安
全
確
保
お
よ
び

大
会
の
円
滑
な
運
営
の
た
め
、
コ
ー
ス
内
へ
の
自
動
車
の
乗

り
入
れ
は
で
き
る
だ
け
自
粛
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

四
万
十
川
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　

☎（
３
４
）０
６
０
５
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
３
４
）４
８
９
４

　

四
万
十
川
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会

　

西
土
佐
事
務
局

　
　

☎（
５
２
）１
１
１
０
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
５
２
）１
４
４
６

　

本
市
に
お
い
て
も
、高
齢
者
が
被
害
に
遭

う
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
に
対
す

る
意
識
を
よ
り
一
層
高
め
、交
通
ル
ー
ル
を

守
り
、交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

　

■
実
施
期
間

　

９
月
21
日（
金
）〜
30
日（
日
）

■
運
動
の
基
本
　

　

「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」

■
重
点
目
標

　

１
．
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転

車
乗
車
中
の
交
通
事
故
防
止

（
特
に
、反
射
材
用
品
等
の
着
用
の
推

進
お
よ
び
自
転
車
前
照
灯
の
点
灯
の

徹
底
）

　

２
．
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底

　

３
．飲
酒
運
転
の
根
絶

【
問
い
合
わ
せ
先
】
　

　

（
本
　
　

庁
）環
境
生
活
課 

市
民
生
活
係

　

☎（
３
５
）４
１
４
７

　

（
総
合
支
所
）地
域
企
画
課 

地
域
振
興
係

　

☎（
５
２
）１
１
１
１

第
18
回 

四
万
十
川
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会

第
18
回 

四
万
十
川
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会

秋
の

全
国
交
通
安
全
運
動

安
並
水
車
の
里
で

紫
陽
花
を
剪
定

宝
く
じ
助
成
金
で

太
鼓
を
修
繕

秋
の

全
国
交
通
安
全
運
動

　

７
月
22

日（
日
）、安

並
水
車
の

里
で
、区
長

を
は
じ
め

東
山
老
人

ク
ラ
ブ
や

安
並
水
車

管
理
組
合
、

四
万
十
市

公
園
管
理

公
社
、四
万

十
市
観
光
協
会
、観
光
課
の
約
30
人
で

紫
陽
花
の
剪
定
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
作
業
は
例
年
行
っ
て
お
り
、今

年
は
事
前
に
高
知
市
春
野
町
の
六
条

八
幡
宮
（
通
称
あ
じ
さ
い
神
社
）
で
剪

定
の
研
修
も
受
け
ま
し
た
。
茶
色
に

な
っ
た
茎
や
細
い
茎
を
切
っ
て
、１
株

に
新
枝
15
本
ぐ
ら
い
残
し
、背
丈
を
そ

ろ
え
る
よ
う
に
剪
定
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
の
紫
陽
花
は
、平
成
14
年
に
植

栽
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、切
り
に

く
い
古
い
茎
が
多
く
、た
ま
に
蜂
が
巣

を
作
っ
て
い
て
危
険
な
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、み
ん
な
で
来
年
の
花
を
楽

し
み
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

安
並
水
車
の
里
で

紫
陽
花
を
剪
定

　

(

財)

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
（
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
）を
活
用
し
、土
佐
中
村
一
條
太
鼓

振
興
会
（
代
表：

池
本
宏
）
が
長
胴
太
鼓
や

附
締
太
鼓
の
革
の
割
り
替
え
を
し
ま
し

た
。

　

土
佐
中
村
一
條
太
鼓
振
興
会
は
、
平
成

４
年
の
発
足
以
来
、
民
俗
芸
能
と
し
て
の

太
鼓
演
奏
を
通
じ
、
地
域
文
化
活
動
の
発

展
や
青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
的
に
、
郷

土
に
根
ざ
し
た
地
域
活
動
を
運
営
し
て
き

ま
し
た
。

　

今
回
の
修
繕
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
熱
の
こ
も
っ
た
演
奏
を
通
じ
、
地
域
活

動
の
発
展
や
青
少
年
の
健
全
育
成
に
寄
与

し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

こ
の
事
業
は(

財)

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し

て
、
住
民
が
自
主
的
に
行
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
促
進
を
図
り
、
地
域
の
連
帯

感
に
基
づ

く
自
治
意

識
を
盛
り

上
げ
る
た

め
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活

動
に
直
接

必
要
な
設

備
に
対
し

助
成
す
る

も
の
で
す
。

宝
く
じ
助
成
金
で

太
鼓
を
修
繕

平
成
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市
内
の
官
民

32
団
体
で
構
成

す
る「
四
万
十

の
日
実
行
委
員

会
」で
は
、四
万

十
川
と
い
う
財

産
、魅
力
を
子

ど
も
た
ち
に

知
っ
て
も
ら
い
、

川
遊
び
を
楽
し

ん
で
も
ら
お
う

と
、「
四
万
十
川
ガ
キ
体
験
」を
８
月
３
日（
金
）に
実

施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
今
回
で
２
回
目
と
な
り
、市
内
の
小

学
４
〜
６
年
生
26
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
四
万
十
川
支
流
の
黒
尊
川
で
柴
漬
け

漁
や
コ
ロ
バ
シ
漁
を
体
験
し
、川
エ
ビ
、ツ
ガ
ニ
、小

魚
な
ど
を
捕
ま
え
て
四
万
十
川
の
豊
か
さ
を
体
験

し
ま
し
た
。そ
し
て
お
昼
に
は
河
原
で
、川
エ
ビ
な

ど
四
万
十
川
の
幸
を
使
っ
た
お
弁
当
を
、お
い
し
そ

う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
四
万
十
川
本
流
に
移
動
し
、カ
ヌ
ー

や
イ
カ
ダ
に
乗
っ
て
川
遊
び
を
体
験
し
ま
し
た
。参

加
し
た
児
童
た
ち
は
時
間
を
忘
れ
て
遊
び
、川
面
に

歓
声
を
響
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

８
月
７
日
〜
10
日
に
か
け
て
、神
奈
川
県

川
崎
市
な
ど
で
開
催
さ
れ
た「
第
32
回
全
日

本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
」女
子
の
部

で
、中
村
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

が
初
優
勝
し
、全
国
約
５
千
チ
ー
ム
の
頂
点

に
立
ち
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
高
知
県
勢
で
は
初
の
快
挙
で
す
。

　

当
大
会
は
、都
道
府
県
予
選
を
勝
ち
抜
い

た
49
チ
ー
ム
が
、16
組
の
予
選
リ
ー
グ
を
行

い
、上
位
８
チ
ー
ム
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
村
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
現
在
の
ク
ラ
ブ
員
は
、本

市
と
黒
潮
町
の
小
学
校
５
校
の
男
女
児
童

32
人
、う
ち
女
子
部
員
は
22
人
で
構
成
。安

並
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、東
山
小
学

校
や
黒
潮
町
の
体
育
館
等
で
ほ
ぼ
毎
日
、３

時
間
の
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

６
月
の
県
予
選
を
経
て
、２
年
連
続
10
回

目
の
県
代
表
と
な
っ
た
今
回
は
、野
中
道
八

監
督
が
率
い
る
小
学
生
女
子
12
人（
6
年
生

10
人
、5
年
生
2
人
）が
出
場
。

　

昨
年
は
無
念
の
予
選
敗
退
と
な
り
、そ
の

雪
辱
を
期
し
て
挑
ん
だ
今
大
会
。そ
の
原
動

力
は
、夏
の
３
時
間
水
泳
、冬
の
厳
し
い
マ

ラ
ソ
ン
で
培
っ
た
体
力
と
精
神
力
で
し
た
。

　

そ
し
て
試
合
前
に
は
、自
分
の
腕
に
大
き

く「
決
め
る
」の
文
字
を
書
き
込
ん
で
臨
む

な
ど
気
合
も
十
分
。

　

予
選
リ
ー
グ
は
６
戦
全
勝
で
勝
ち
進
み
、

迎
え
た
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
、準
々
決

勝
で
小
布
施（
長
野
）、準
決
勝
で
藤
城（
京

都
）を
と
も
に
ス
ト
レ
ー
ト
で
破
り
、日
当

山（
鹿
児
島
）と
の
決
勝
で
は
、第
１
セ
ッ
ト

を
ジ
ュ
ー
ス
の
末
奪
わ
れ
た
も
の
の
、第
２

セ
ッ
ト
を
奪
い
返
す
と
、第
３
セ
ッ
ト
は
レ

シ
ー
ブ
陣
が
粘
り
を
見
せ
、最
後
は
エ
ー
ス

の
井
本
葵
さ
ん
の
ス
パ
イ
ク
で
初
優
勝
を

決
め
ま
し
た
。

　

８
月
16
日（
木
）に
は
、出
場
し
た
メ
ン

バ
ー
と
そ
の
保
護
者
が
市
役
所
を
訪
問
。

「
練
習
は
厳
し
か
っ
た
け
れ
ど
、監
督
、コ
ー

チ
の
お
か
げ
で
優
勝
で
き
て
嬉
し
い
」と
、

喜
び
を
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

中
村
Ｊ
Ｖ
Ｃ 

日
本
一

四
万
十
川
ガ
キ
体
験

氏　名

森下裕々

佐田いろは

福留　 萌

片山澪奈

秋田まお

浜田桃果

学校／学年

中村小学校 6年

　　〃    　 〃  

竹島小学校 6年

　　〃    　 〃 

入野小学校 6年

 　　〃    　 〃 

【出場選手】

8月16日 市役所

川崎市 とどろきアリーナ

氏　名

大西風歌

岡村藍加

林   海玖

井本 　葵

宮崎真鈴

赤澤優花

　学校／学年

具同小学校 6年

　　〃    　 〃

　　〃　　 5年

東山小学校 6年

　　〃    　 〃

　　〃　    5年

平
成
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9
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平成24年

★
返
し
忘
れ
て
い
る
本
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

 

★
休
館
日
の
案
内 

★

一
般
書

9 （214冊）

児
童
書  

え
ほ
ん

/

明日のことは知らず

親に気持よく遺言書を準備してもらう本

神様のカルテ　３

共犯

虚像の道化師

さくら聖・咲く

サンゴとサンゴ礁のビジュアルサイエンス

ヒロシマ市長

宇江佐　真理

竹内　豊

夏川　草介

深谷　忠記

東野　圭吾

畠中　恵

中村　庸夫

秋葉　忠利

おやすみなさいおつきさま

くまさんのあたすけえんぴつ

暗闇城の黄金

しぜんあそび

どんなときでも

願いがかなうふしぎな日記

フラガールと犬のチョコ

れんけつガッチャン

クレメント・ハード

アンソニー・ブラウン

イアン・ベック

山下　久美

エマ・ドッド

本田　有明

祓川　学

こぐれ　けいすけ

　

3
月
に
蔵
書
を
点
検
し
、延
滞
を
し
て
い
る
人
に
督
促
状
を
出

し
ま
し
た
。半
年
経
っ
て
も
、ま
だ
返
却
さ
れ
て
い
な
い
本
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
夏
休
み
に
も
初
め
て
登
録
し
て
く
だ
さ
っ
た
人
が
た
く
さ

ん
い
て
、う
れ
し
い
こ
と
で
す
。返
し
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
利

用
者
カ
ー
ド
に
、借
り
て
い
る
本
の
タ
イ
ト
ル
と
返
却
期
限
が
表

示
さ
れ
て
い
ま
す
。手
元
の
カ
ー
ド
を
見
て
、確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。24
時
間
返
せ
る
返
却
ポ
ス
ト
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

9
月

　

3
日（
月
）
　

定
　

休
　

日

　

10
日（
月
）
　

定
　

休
　

日

　

17
日（
月
）
　

定
　

休
　

日

　

22
日（
土
）
　

秋
分
の
日

　

24
日（
月
）
　

定
　

休
　

日

9
月

　

28
日（
金
）
　

館
内
整
理
日

10
月

　

1
日（
月
）
　

定
　

休
　

日

　

8
日（
月
）
　

定
　

休
　

日

問 

市
立
図
書
館  

（
３
５
）２
９
２
３ 

開館時間　9：00～18：00 September

Alice Van Geersdaele

　こんにちはみなさん。アリス・ヴァン・
ギースデイルといいます。新しい四万十市
のALTです。
　私はイギリス人で故郷は東部のRyhall
（リーホール）という小さい町です。今年イ
ギリスのシェフィールド大学の東アジア学
部を卒業したばかりです。以前、東京の成城
大学に１年間留学したことがあります。楽
しかったですけど、日本の他の地域も見た
いと思っていたところです。

　私の趣味は旅行と水泳です。書道にも興
味があります。以前留学した時には成城大
学の書道サークルに入っていました。もう
一度書道をしてみたいと思っています。ま
た、四国の四つの県を旅行してみたいと
思っています。
　高知県はとても綺麗なところですね。四
万十市の近くの山と川を見ることを楽しみ
しています。特に四万十川を見に行ってみ
たいです。どうぞよろしくお願いします。

Andrew Mandel

　こんにちはみなさん。アンドリュー・マ
ンデルです。
　私は22歳で、アメリカのボストンという
町から来ました。日本に来たのは初めてで
す。
　高知県はとても綺麗な所で私は嬉しい
です。ボストンも大きな川がありますが、
清流と呼ばれる四万十川は素晴らしいと
思います。

　私は日本語を話したいので、今、日本語
の練習をたくさんしています。日本語は難
しいので、私は毎日勉強した方がいいよう
に思います。
　私の趣味はキャンピングとハイキング
です。ビデオゲームにも興味を持っていま
す。そして、川や海で泳ぐ事が大好きです。
私は毎日でもビーチに行きたいと思って
います！

８月８日、教育委員会事務局に、新しく２人のＡＬＴ（外国語指導助手）が着任しました。
中村地域の各小中学校へ出向き、外国語の学習のサポートを行います。

【問い合わせ先】（市）教育委員会 0（34）1136　FAX（34）4271　E-mai l :school@city.shimanto. lg. jp

四万十市の
子どもたちHello
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注）特定健診（生活習慣病健診）は、40歳以上の国民健康保険に加入してる人で、受診票または受診券を送付している人および、40歳以上の協会けん
　 ぽ等に加入している被扶養者の人で、市に予約済みの人が対象です。
　 また、今年度から肝炎ウィルス検査を行います。過去に検査していない人が対象ですので希望する人は、受付時に申し込んでください。 

※　9月15日(土)までの計画については、広報四万十8月号に掲載しています。

【問い合わせ先】　（本庁）保健介護課  0(34)1115　（総合支所）保健課　0(52)1132  

9
18（火）

19（水）

21（金）

24（月）

25（火）

26（水）

27（木）

28（金）

1（月）

2（火）

3（水）

4（木）

5（金）

9（火）

10（水）

11（木）

12（金）

該当地区

中筋

中村街

中村街

　

八束

富山

富山

大川筋・蕨岡

大川筋

　

中村街

富山

　

　

蕨岡

具同

具同

　

　

　

　

下田

下田

後川

　

時　　間

8:00 ～ 10:00

9:45～ 10:00　13:15～ 13:30

10:00 ～

個別通知

12:50 ～ 13:30

9:00 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

18:30 ～

9:45～ 10:00　13:15～ 13:30

9:45 ～ 10:00

13:15 ～ 13:30

10:00 ～ 11:30

13:30 ～ 14:00

9:30 ～

13:30 ～

個別通知

9:45～ 10:00　13:15～ 13:30

7:30 ～ 8:30

個別通知

9:45 ～ 10:00

12:50 ～ 13:30

7:30 ～ 8:30

10:00 ～

9:45～ 10:00　13:15～ 13:30

9:00 ～ 11:00

9:30～ 11:00　13:30～ 15:00

9:30～ 11:00　13:30～ 15:00

7:30 ～ 8:30

9:30～ 11:00　13:00～ 14:30

9:30 ～ 11:00

13:00 ～ 14:30

7:30 ～ 8:30

13:30 ～

12:50 ～ 13:30

8:00 ～ 10:30

8:00 ～ 10:30

10:00 ～ 11:30

12:30 ～ 17:00

12:50 ～ 13:30

9:00 ～ 11:00

13:00 ～

個別通知

9:00 ～ 12:00

14:00 ～ 17:00

9:00～ 12:00　13:00～ 17:00

14:00 ～

9:00 ～ 12:30

12:50 ～ 13:30

場　　所

JA高知はた旧中筋出張所

中央公民館

奥屋内上集会所

中村街地区

健康管理センター

ＪＡ高知はた西土佐支所

西土佐保健センター

下家地集会所

間崎集会所

片魚ふれあいの里

常六集会所

具同体育センター

健康管理センター

橘集会所

奥屋内下集会所

大川筋・蕨岡地区

かわらっこ

大宮出張診療所

中村街地区

富山地区集会所

健康管理センター

奥屋内へき地出張診療所

江川流域交流センター

ＪＡ高知はた中村東部出張所

西土佐分署横

具同体育センター

具同体育センター

津野川小学校

健康管理センター

健康管理センター

健康管理センター

本村小学校

津賀集会所

健康管理センター

竹島集会所

下田地区集会所

具同体育センター

サニーマート四万十店

健康管理センター

ＪＡ高知はた西土佐支所

津野川集会所

文化センター

高知県幡多総合庁舎

竹本病院

市役所　保健介護課

大宮上集会所

ＪＡ高知はた本所

健康管理センター

９
月

10
月

月　 日 事　業　名

胃がん検診

特定健診結果説明会

出張料理教室

胸部レントゲン（肺がん検診）

乳児健診

出張健康相談

ぴよっこクラブ(親子の集い)

出張料理教室

特定健診結果説明会

特定健診結果説明会

特定健診結果説明会

マム＆チルドレン

輝くカラダ塾

出張料理教室

健康の集い

胸部レントゲン（肺がん検診）

特定健診結果説明会

胃がん検診

胸部レントゲン（肺がん検診）

特定健診結果説明会

１歳９ヶ月健診

胃がん検診

出張料理教室

特定健診結果説明会

定期健康相談

特定健診（生活習慣病健診）　注

特定健診（生活習慣病健診）　注

胃がん検診

乳幼児（赤ちゃん）相談

ママタッチ教室

離乳食相談

胃がん検診

健康の集い

３歳児健診

胃がん検診

胃がん検診

マム＆チルドレン

献血

乳児検診

出張健康相談

健康の集い

乳がん検診

献血

献血

医師による子育て相談【要予約】

健康の集い

献血

１歳９ヶ月健診

平
成
24
年
9
月
号
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９
月
よ
り
市
民
病
院
に
勤
務

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。出
身
は
西
土
佐
で
す
が
、

高
知
市
内
の
中
学
校
、高
校
へ
進

学
し
、昭
和
55
年
京
都
府
立
医
科

大
学
卒
業
後
は
主
に
京
都
府
下

の
病
院
で
診
療
に
従
事
し
て
き

ま
し
た
の
で
、お
よ
そ
45
年
ぶ
り

で
故
郷
に
帰
っ
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

排
尿
の
具
合
の
悪
い
方
、尿
検
査
・
前
立
腺
検
診
な
ど
で
異
常
を
指

摘
さ
れ
た
方
や
腎
臓
結
石
な
ど
で
困
っ
て
お
ら
れ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
相

談
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
主
な
履
歴
】

昭
和
29
年
３
月
　

四
万
十
市
西
土
佐
奥
屋
内
生
ま
れ

　
　
　
　
　
　
　

奥
屋
内
小
、学
芸
中
学
・
高
校
卒
業

昭
和
55
年
３
月
　

京
都
府
立
医
科
大
学
卒
業

昭
和
61
年
３
月
　

京
都
府
立
医
科
大
学
大
学
院
修
了

昭
和
62
年
３
月
　

前
立
腺
癌
発
癌
研
究
に
て
学
位
取
得

平
成
元
年
10
月
　

近
江
八
幡
市
民
病
院
泌
尿
器
科
部
長

平
成
２
年
10
月
　

ア
メ
リ
カ
　

テ
キ
サ
ス
大
学
Ｍ
Ｄ
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
が
ん
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

泌
尿
器
科
　

客
員
助
教
授

平
成
３
年
10
月
　

社
会
保
険
京
都
病
院
泌
尿
器
科
部
長

平
成
11
年
４
月
　

京
都
府
立
医
科
大
学
講
師（
泌
尿
器
科
学
）

平
成
15
年
４
月
　

明
治
鍼
灸
大
学
教
授（
泌
尿
器
科
学
）

平
成
18
年
４
月
　

京
都
府
立
医
科
大
学
客
員
教
授（
兼
任
）

平
成
20
年
４
月
　

明
治
国
際
医
療
大
学
教
授（
泌
尿
器
科
学
）

（
所
属
学
会
）
　
　

日
本
泌
尿
器
科
学
会（
認
定
専
門
医
、指
導
医
）

　
　
　
　
　
　
　

日
本
超
音
波
医
学
会（
認
定
専
門
医
、指
導
医
）

　
　
　
　
　
　
　

日
本
が
ん
検
診
・
診
断
学
会（
検
診
認
定
医
）

市
民
病
院 

新
任
医
師
紹
介

輝
く
カ
ラ
ダ
塾 

健
康
講
座

泌
尿
器
科
診
療

　
　
　

再
開
し
ま
す

泌
尿
器
科
診
療

　
　
　

再
開
し
ま
す

「
生
活
習
慣
病
を
予
防
・
治
療
し
て

高
齢
に
な
っ
て
も

元
気
な
生
活
を
楽
し
む
」

　

市
民
病
院
に
て
生
活
習
慣
病
対
策
に
熱
心
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
矢
野
医
師
に
、
生
活
習
慣

病
と
は
何
か
、
そ
し
て
そ
の
予
防
の
コ
ツ
に
つ

い
て
わ
か
り
や
す
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
健
康
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を

送
る
た
め
に
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

時　

９
月
26
日（
水
）

　
　
　
　
　

14
時
〜
15
時
30
分

　
　
　
　
　

（
受
付：

13
時
30
分
〜
）

場
　
　

所
　

市
立
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

（
市
民
病
院
内
）

講
　
　

師
　

矢
野
昭
起 

医
師

　
　
　
　
　

（
市
民
病
院 
内
科
部
長
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）保
健
介
護
課 

保
健
衛
生
係
　

　

☎（
３
４
）１
８
２
３

　

中
尾
昌
宏
医
師
が
着
任
し
ま
し
た
の
で
、

９
月
か
ら
泌
尿
器
科
診
療
を
再
開
し
ま
す
。

　

下
表
の
と
お
り
、
毎
週
月
、
水
、
金
曜
日

が
診
療
日
で
す
。

中尾　昌宏 医師

なかお まさひろ

医
師
診
療
担
当
日
● 

受
　
　

付:

８
時
〜
11
時

● 

診
療
時
間:

９
時
〜

９
月
１
日
よ
り

月 火 水 木 金

内　科

外　科

整形外科

脳神経外科

泌尿器科

午前

午後

午前

午前

午前

午前

初診 初診初診

再診

再診

再診

禁煙外来
再診

再診

再診

再診

再診

再診

初診

矢野昭起 樋口佑次

初診 矢野昭起

再診 高橋敏也 再診

樋口佑次

（呼吸器内科）

（呼吸器外来）

石井泰則

高橋敏也

再診 樋口佑次

再診 高橋敏也

再診 樋口佑次

樋口佑次

矢野昭起矢野昭起

再診 樋口佑次

（紹介患者のみ）

樋口佑次

鷲山憲治 

再診 樋口佑次 初診 高橋敏也

鷲山憲治 

国立高知
病院医師

高橋敏也

竹田修司

宇都宮俊介

河内　通

伴　昌幸

石井泰則

坪屋英志

川田祥子

宇都宮俊介

河内　通

伴　昌幸

石井泰則

坪屋英志

川田祥子

宇都宮俊介

河内　通

伴　昌幸

市
民
病
院

☎（
３
４
）２
１
２
６

中尾　昌宏 休診（手術・検査） 中尾　昌宏 中尾　昌宏休診（手術・検査）

泌尿器科部長
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　出産や手術における大量出血等の際に、特定の血液製剤を投与されたことによって、Ｃ型肝炎ウィルス
に感染した人を対象に、給付金を支給する仕組みがあります。

請求手続きは平成25年１月15日まで

◇詳しくは、厚生労働省ホームページまたは下記相談窓口までご連絡ください。
【相談窓口】☎０１２０－５０９－００２（平日９時30分～18時）

　

ポ
リ
オ
（
小
児
麻
痺
・
急
性
灰
白

髄
炎
）の
予
防
に
は
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
が
必
要
で
す
。

　

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種

（
予
防
接
種
法
に
基
づ
い
て
実
施
す

る
予
防
接
種
）
は
、
平
成
24
年
９
月

１
日
よ
り
、口
か
ら
飲
む
生
ポ
リ
オ

ワ
ク
チ
ン
か
ら
皮
下
に
注
射
す
る

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
へ
と
切

り
替
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

接
種
方
法
も
市
町
村
の
集
団
接
種

か
ら
医
療
機
関
で
の
個
別
接
種
へ

と
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
は
２
回
接

種
で
し
た
が
、不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク

チ
ン
は
４
回
接
種
※
が
必
要
で
す
。

【
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
】

■
対
象
者

　

生
後
３
月
〜
90
月
に
至
る
ま
で

　

の
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
２
回
接

　

種
未
完
了
の
人

　

（
標
準
的
な
初
回
接
種
の
接
種
年

　

齢：
生
後
３
月
〜
12
月
）

■
接
種
間
隔

・
初
回
接
種（
３
回
）

　
　

20
日
以
上
の
間
隔
を
お
く

・
追
加
接
種
※（
１
回
）
　

　
　

初
回
接
種
後
６
月
以
上
あ
け
る

　

今
ま
で
の
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
回
数
に
よ
り
、必
要
と
な
る
不

活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
回

数
が
異
な
り
ま
す
。

※
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
４
回
目

（
追
加
接
種
）
に
つ
い
て
は
、
国
内
臨
床

試
験
中
の
た
め
、
９
月
の
不
活
化
ポ
リ

オ
ワ
ク
チ
ン
導
入
時
に
は
定
期
接
種
に

は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
臨
床
デ
ー
タ
が
揃

い
次
第
定
期
接
種
と
し
て
導
入
と
な
る

予
定
で
す
。

　

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
導
入
に
伴
い
、

10
月
に
予
定
し
て
い
た
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ

ン
の
集
団
接
種
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
対
象

者
に
は
、
予
診
票
を
随
時
送
付
し
て
い
ま

す
の
で
、
医
療
機
関
で
の
個
別
接
種
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
　

（
本
　
　

庁
）保
健
介
護
課

　
　
　

☎（
３
４
）１
１
１
５
　

（
総
合
支
所
）保
健
課

　
　
　

☎（
５
２
）１
１
３
２

生ワクチン
１回接種済みの場合

生ワクチン
未接種の場合

不活化ワクチン
接種必要なし

不活化ワクチン
４回接種必要※

接種回数に応じ、残りの
回数の接種が必要
４回接種終了している
場合は接種必要なし※

生ワクチン
２回接種済みの場合

実費等ですでに不
活化ワクチンを接
種している場合

生ワクチン接種済みを1回
とカウントして不活化ワク
チン残り３回接種必要※

【必要となる接種回数】

　

市
で
は
、中
学
１
年
生
か
ら
大
学
２
年

生
に
相
当
す
る
年
齢
の
女
性
に
対
し
て
、

子
宮
頸
が
ん
の
発
症
を
防
ぐ
こ
と
を
目

的
に「
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
」の

接
種
費
用
の
全
額
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

対
象
期
間
は
平
成
25
年
３
月
31
日
ま

で
で
す
。１
回
目
の
接
種
を
９
月
末
日
ま

で
に
行
わ
な
い
と
、対
象
期
間
内
に
３
回

の
接
種
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
、予
防
接
種
法
に
定

め
ら
れ
た
定
期
接
種
で
は
な
く
、接
種
対

象
者
の
保
護
者
の
希
望
に
よ
り
受
け
て

い
た
だ
く
任
意
の
予
防
接
種
と
な
り
ま

す
。接
種
を
希
望
す
る
人
は
、か
か
り
つ

け
医
と
相
談
の
う
え
、委
託
医
療
機
関
で

個
別
に
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

▼
中
学
１
年
生
〜
高
校
３
年
生
相
当
の
女
子

　

（
平
成
６
年
４
月
２
日

　
　
　
　

〜
平
成
12
年
４
月
１
日
生
）

▼
大
学
１
年
生
お
よ
び
大
学
２
年
生
相

　

当
で
平
成
22
年
度
制
度
開
始
よ
り
、

　

対
象
者
と
し
て
四
万
十
市
か
ら
通
知

　

を
行
っ
て
い
る
女
子

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
　
　

庁
）保
健
介
護
課

　
　

☎（
３
４
）１
１
１
５

　

（
総
合
支
所
）保
健
課

　
　

☎（
５
２
）１
１
３
２

※サーバリックスとガーダシルという2種

　類のワクチンがあります。接種するワク

　チンによって、２回目の接種時期が異な

　ります。途中でやめてしまうと予防接種

　の効果が十分得られませんので、必ず、３

　回の接種を受けてください。３回目の接

　種が助成対象期間（平成25年3月31日）を

　過ぎると有料となります。

※接種回数…接種開始時から6ヵ月間で3回

1回目 2回目 3回目

【1ヵ月後】 【1回目から6ヵ月後】

【2ヵ月後】

お手元にある予診票は、記載された有効期限に関係な
く平成25年3月31日までご使用いただけます。
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風
し
ん
（
３
日
は
し
か
）
は
ウ
イ

ル
ス
感
染
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ

る
感
染
症
で
、
突
然
の
発
疹
、
発
熱
、

リ
ン
パ
節
の
腫
れ
な
ど
が
主
な
症

状
で
す
。
多
く
の
感
染
は
次
第
に

軽
快
し
ま
す
が
、
妊
娠
初
期
に
感

染
す
る
と
、
胎
児
に
先
天
性
の
障

害
を
起
こ
す
、
先
天
性
風
疹
症
候

群
を
発
症
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま

す
。

　

現
在
、
近
畿
、
関
東
地
方
な
ど
で

風
し
ん
の
患
者
発
生
数
が
大
幅
に

増
加
し
て
い
る
都
道
府
県
が
あ
り
、

今
後
全
国
に
更
に
広
が
る
恐
れ
も

あ
り
ま
す
。

　

風
し
ん
の
感
染
予
防
に
は
予
防

接
種
が
効
果
的
で
す
。
こ
れ
ま
で

風
し
ん
に
か
か
っ
て
い
な
い
人
や

予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い
人
は

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
妊
婦
の
夫
や
そ
の
他
の
同

居
家
族
、
妊
娠
可
能
年
齢
の
女
性

な
ど
で
右
記
に
該
当
す
る
人
は
、

任
意
で
の
予
防
接
種
を
受
け
る
こ

と
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

定
期
接
種
の
対
象
で
は
な
い
人

で
、
接
種
を
希
望
す
る
人
は
医
療

機
関
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

定
期
接
種
の
対
象
者
に
は
予
診
票
を

送
付
し
て
い
ま
す
。

【
平
成
24
年
度
の
麻
し
ん
風
し
ん
混
合

ワ
ク
チ
ン
（
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
）
の
定
期
接

種
対
象
者
】

・
第
１
期
対
象
者
　

　

生
後
12
月
〜
24
月
未
満

　

誕
生
日
の
前
々
日
ま
で

　

（
１
歳
に
な
っ
た
ら
で
き
る
だ
け
早
く
）

・
第
２
期
対
象
者
　

　

小
学
校
就
学
前
の
１
年
間

　

い
わ
ゆ
る
幼
稚
園
、
保
育
所
等
の
年

　

長
児

　

（
平
成
18
年
４
月
２
日

　
　

〜
平
成
19
年
４
月
１
日
生
の
人
）

・
第
３
期
対
象
者
　

　

中
学
１
年
生
相
当
年
齢

　

（
平
成
11
年
４
月
２
日

　
　

〜
平
成
12
年
４
月
１
日
生
の
人
）

・
第
４
期
対
象
者
　

　

高
校
３
年
生
相
当
年
齢

　

（
平
成
６
年
４
月
２
日

　
　

〜
平
成
７
年
４
月
１
日
生
の
人
）

　

日
頃
か
ら
の
感
染
症
予
防
と
し
て
、

外
出
後
の
手
洗
い
、
う
が
い
、
咳
エ
チ

ケ
ッ
ト
な
ど
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本   

庁
）保
健
介
護
課

　
　

☎（
３
４
）１
１
１
５
　
　
　

　

（
総
合
支
所
）保
健
課

　
　

☎（
５
２
）１
１
３
２

国民健康保険からのお知らせ

●
一
部
負
担
金
の
減
免
・
徴
収

　

猶
予
制
度
に
つ
い
て

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
た
こ

と
に
よ
り
、そ
の
生
活
が
著
し
く
困

窮
し
、一
部
負
担
金（
医
療
費
）を
支

払
う
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
、一
部

負
担
金
を
減
免
・
徴
収
猶
予
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

（
１
）震
災
、風
水
害
、火
災
そ
の
他

　
　

こ
れ
ら
に
類
す
る
災
害
に
よ

　
　

り
死
亡
し
、も
し
く
は
障
害
者

　
　

と
な
り
、ま
た
は
資
産
に
重
大

　
　

な
損
害
を
受
け
た
と
き

（
２
）干
ば
つ
、冷
害
、凍
霜
害
等
に

　
　

よ
る
農
作
物
の
不
作
、不
漁
、

　
　

そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
理

　
　

由
に
よ
り
収
入
が
著
し
く
減

　
　

少
し
た
と
き

（
３
）事
業
ま
た
は
業
務
の
休
廃
止
、

　
　

失
業
等
に
よ
り
収
入
が
著
し

　
　

く
減
少
し
た
と
き

（
４
）そ
の
他
右
記
に
類
す
る
事
由

　
　

が
あ
っ
た
と
き

詳
し
く
は
、左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
本
　
　

庁
）市
民
課 

国
保
係
　
　
　

　

0（
3
4
）1
1
1
4

（
総
合
支
所
）

　

市
民
課 

西
土
佐
市
民
国
保
分
室

　

0（
5
2
）1
1
1
1

国保を脱退するとき
変更が

生じたとき
国保に加入するとき

●
国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退
に
つ
い
て

　

四
万
十
市
に
住
所
が
あ
っ
て
、職
場
の
健
康
保

険
や
共
済
組
合
等
に
加
入
し
て
い
る
人
、後
期
高

齢
者
医
療
の
対
象
の
人
、生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
人
以
外
は
、す
べ
て
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
外
国
人
の
方
に
つ
い

て
は
、在
留
期
間
が
３
か
月
を
超
え
る
場
合
は
、

国
民
健
康
保
険
の
加
入
対
象
と
な
り
ま
す)

★
こ
ん
な
と
き
は
必
ず
１４
日
以
内
に
届
け
出
を

　
　
　
　

①
市
外
か
ら
転
入
し
て
き
た
と
き

　
　
　
　

②
職
場
の
健
康
保
険
等
を
や
め
た
と
き

　
　
　
　

③
職
場
の
健
康
保
険
等
の
被
扶
養
者
か
　

　
　
　
　
　

ら
は
ず
れ
た
と
き
　

　
　
　
　

④
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き
　

　
　
　
　

⑤
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
と
き

　
　
　
　

①
市
外
に
転
出
す
る
と
き

　
　
　
　

②
職
場
の
健
康
保
険
等
に
入
っ
た
と
き

　
　
　
　

③
職
場
の
健
康
保
険
等
の
被
扶
養
者
に
　

　
　
　
　
　

な
っ
た
と
き
　

　
　
　
　

④
死
亡
し
た
と
き
　

　
　
　
　

⑤
生
活
保
護
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
　

　
　
　
　
　

と
き

　
　
　
　

①
市
内
で
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

　
　
　
　

②
世
帯
主
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き

　
　
　
　

③
世
帯
を
分
け
た
り
、一
緒
に
し
た
と
き
　

　
　
　
　

④
修
学
の
た
め
市
外
に
転
出
す
る
と
き

平
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飼
い
犬
・
飼
い
猫
の
引
き
取
り

有
料
化
に
つ
い
て

　

10
月
１
日
か
ら
、
保
健
所(

小
動
物
管
理
セ
ン

タ
ー)

で
の
飼
い
犬
、飼
い
猫
の
引
き
取
り
が
有
料
に

な
り
ま
す
。
　

■
生
後
91
日
以
上
の
犬
ま
た
は
猫
１
頭（
匹
）に
つ
き 

　

2
，0
0
0
円

■
生
後
90
日
以
下
の
犬
ま
た
は
猫
１
頭（
匹
）に
つ
き

　

4
0
0
円

※

引
き
取
り
手
数
料
は
、
高
知
県
収
入
証
紙
で
納
め

　

て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

幡
多
福
祉
保
健
所
　

☎（
3
4
）5
1
1
9   

　

（
県
）食
品
・
衛
生
課
　

☎
0
8
8(

8
2
3
）9
6
7
3 

犬
の
フ
ン
害
防
止
運
動
へ
の

協
力
の
お
願
い

　

毎
年
９
月
は「
愛
犬
の
フ
ン
害
防
止
推
進
月
間
」と

し
て
、
中
村
地
区
と
具
同
地
区
の
区
長
会
が
中
心
と

な
り
、
団
体
、
行
政
が
連
携
し
て
「
愛
犬
の
フ
ン
害
防

止
運
動
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

飼
い
主
の
皆
さ
ま
は
こ
れ
か
ら
も
愛
犬
の
フ
ン
の

持
ち
帰
り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
最
近
、
犬
の
放
し
飼
い
も
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
す
。た
と
え
、散
歩
中
の
短
時
間
で
あ
っ
て
も
犬
を

放
す
こ
と
は
絶
対
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
市
）環
境
生
活
課
　

☎（
３
５
）４
１
４
７

四万十市認知症の人と家族の会「たんぽぽの会」
■場　所　社会福祉センター 西土佐支所■日　時　9月28日（金）　13時30分～15時30分

・家族の人だけでも、認知症の人と一緒でもかまいません。

・四万十市地域包括支援センターの職員も参加します。

・薬剤師さんの参加もあります。お薬のことの相談もできますよ。

【問い合わせ先】
「たんぽぽの会」事務局：松岡時規子　☎（34）4528
（市）地域包括支援センター　　　　 ☎（34）0170

　高齢者の認知機能の低下を進める要因に、体の動きが鈍くなる身体的活動性の低下と、退職などを
きっかけとした役割・社会関係の減少があります。年齢とともに、物の名前を思い出せなくなるなど、誰
でも認知機能は徐々に低下します。しかし、毎日の生活の中で水分、食事、排便、運動を意識し、普段
の体調を整えたり、家の外での生活を増やし、閉じこもらない生活を行うことで、認知機能をできるだ
け維持することが可能です。

認知症を予防しよう！できることから始めよう！

 ※市役所から12時30分にバスが出ます

普段の体調を整える4か条～水・メシ・ウン・運～
水　　十分な水分をこまめにとりましょう
（目標:1日1500ｍｌ以上）
　脱水 ⇨ ぼんやりする、微熱、注意力散漫、元気がない 
メシ　3度の食事をきちんと食べましょう
(目標：1500ｋｃａｌ）
　低栄養 ⇨ 体力がなくなり、動けなくなる、便秘 
ウン　自然な排便に努めましょう
（目標：自然な排便）
　便秘 ⇨ 食欲不振、排便時のイライラ、落ち着きがなくなる ⇨ 注意、意欲・関心の低下 ⇨ 認知機能の低下
運　　全身を軽く動かす運動をしましょう
(目標：一日散歩2ｋｍ、体操30分)
　低活動 ⇨ 食欲がなくなる、動くことがおっくう、便秘 

※10月号では、水分について詳しく説明します

シ
ニ
ア
す
こ
や
か

　
　

温
水
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

こ
の
講
座
は
、膝
や
腰
へ
の
負
担
が
少
な
い

水
中
運
動
で
、筋
力
を
鍛
え
柔
軟
性
を
向
上
さ

せ
る
と
共
に
楽
し
く
温
水
プ
ー
ル
で
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
す
る
こ
と
に
よ
り
、介
護
状
態
に
な
る

こ
と
を
予
防
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

■
実
施
期
間
／
定
員

　

・
10
月
〜
２
月
の

　
　
　

毎
週
月
曜
日
コ
ー
ス
／
30
人

　

・
10
月
〜
２
月
の

　
　
　

毎
週
金
曜
日
コ
ー
ス
／
30
人

■
時
　

間
　

12
時
15
分
〜
13
時
15
分

■
場
　

所
　

市
立
温
水
プ
ー
ル

■
対
象
者

　

65
歳
以
上
の
四
万
十
市
民
で
介
護
保
険
要
介

　

護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人

　

※

申
込
者
が
定
員
を
上
回
る
場
合
は
、こ
の

　
　

講
座
を
受
講
し
た
こ
と
の
な
い
人
を
優

　
　

先
し
ま
す
。

■
運
動
内
容

　

水
中
ス
ト
レ
ッ
チ
、
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

　

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
な
ど

■
講
　

師

　

（
財
）
四
万
十
市
体
育
協
会
委
嘱
の
水
泳
指

　

導
者（
指
導
主
任
１
名
・
指
導
助
手
１
名
）

■
参
加
料
　

無
料

■
申
込
方
法
　

　

（
財
）四
万
十
市
体
育
協
会
事
務
局

　

☎（
３
４
）２
０
７
１

　

へ
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間
　

９
月
７
日（
金
）〜
25
日（
火
）

※

実
施
期
間
前
後
、
半
年
に
１
回
体
力
測
定
及
び

　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
　

　

（
市
）保
健
介
護
課 

長
寿
介
護
係

　

☎（
３
４
）１
１
６
５
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下
水
道
の
普
及
促
進
を
図
る
た
め
、
広
く
市
民
の
理
解

と
関
心
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
下
水
道
に
関
す

る
質
問
や
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

　

日
　

時
　

９
月
10
日（
月
）
　

10
時
〜
16
時

　

場
　

所
　

天
神
橋
商
店
街
事
務
所

　
　
　
　
　

（
天
神
橋
ア
ー
ケ
ー
ド
内
）

【問い合わせ先】

四万十市地域子育て支援センター“ぽっぽ”
右山元町1丁目2－10　0（35）3748

保育所名

もみじ保育所

下田保育所

竹島保育所

東中筋保育所

　月　日

9月2 0日

1 0月3日

1 0月3日

9月2 1日

木

水

水

金

時　間

10:00～11:00

9:30～11:00

9:30～10:30

9:30～11:00

駐車場

なし

数台分有

〃

〃

※雨天の場合は中止します。

園庭開放

四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター “ぽっぽ”“ぽっぽ”“ぽっぽ”
親子ふれあい活動　　1･2･3歳児対象

　みんなで作ったポシェットをかけてお散歩に行こう！
おやつも食べようね。秋の公園でピクニック気分♪
（おやつ･飲み物を持参してください。天候により予定を変
更する場合があります）

仲良くお散歩①②③

時

場

①9月18日(火)、②19日(水)、③21日(金)　9:30～11:30

子育て支援センター

　お母さんと一緒に　かけっこをしたり、ブーブーカーに
も乗るョ。  
　みんなでうんどうかいごっこを楽しもう♪

体育あそび　①②③

時

場

①10月３日（水）、4日（木）、5日（金）　9:30～11:30　

子育て支援センター

　初めて参加を希望される人は、準備などの都合が
ありますので、あらかじめご連絡ください（活動内容
によっては、ご遠慮をお願いする場合もあります）。
①など番号が付いている活動は、各日程ごとにグ
ループに分かれます。

その他の活動

〔お庭で遊ぼう・離乳食試食会（中期～完了期）〕
　秋のお庭で遊ぼう。滑り台やブランコも楽しいよ♪
遊んだ後は、栄養士さんがおいしい離乳食を作ってくれる
よ。みんなで一緒に食べようね。
（準備の都合がありますので、参加希望の人は9月13日（木）
までにお知らせください。20組までとさせていただきます）

（体育あそび）
ブーブーカーに乗せてもらって　お母さんと一緒にたのし
く遊ぼう♪
　さあ！出発～！！

ぴよちゃんクラブ　①②

時

場

9月20日（木）　　9:30～11:30

子育て支援センター

時

場

①10月1日（月）、②2日（火）　9:30～11:30

子育て支援センター

　9月生まれのお友だちのお誕生日をみんなでお祝いしよ
うね。

※ぴよちゃんクラブは9月生まれのお友だちがいないため、お誕生会はあり
　ません。

お誕生会

時

場

［1、2、3歳児］　9月28日(金)　9:30～11:30
子育て支援センター

　“ぽっぽ”でしている踊りやゲームをして、お母さんやお
友だちと運動会ごっこを楽しもう！

みんなで運動会

時

場

10月12日（金）　9:30～11:30
具同体育センター育児相談

　相談日／月～金曜日　9:30～11：30、13：30～16：30
子育てについて思っていること、悩んでいること等気軽にご
相談ください。
電話相談だけでなく、直接来所しての相談にも応じます。
※家庭相談員による育児相談も行っています。
（毎月第3木曜日　9：30～11：30）

　

公
共
下
水
道
、農
業
集
落
排
水
は
、住
み
よ
い
街
づ
く
り

を
進
め
、皆
さ
ん
の
生
活
環
境
を
清
潔
で
安
全
、快
適
な
も

の
に
す
る
と
と
も
に
、
自
然
環
境
を
守
る
た
め
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
重
要
な
施
設
で
す
が
、
せ
っ
か
く
の
施
設
も

皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
効
果
を

発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

公
共
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
が
利
用
で
き
る
地
域
の

皆
さ
ん
は
、一
日
で
も
早
く
、家
庭
な
ど
か
ら
の
汚
水
を
各

排
水
施
設
に
流
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
接
続
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）都
市
整
備
課 

下
水
道
係
　

☎（
３
４
）６
１
２
９平

成
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年
9
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今
年
度
４
月
〜
６
月
の
市
の
ご
み

量
が
昨
年
に
比
べ
、約
40
ｔ
増
加
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
も
約

０
・
０
８
％
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
ご
み
を
少
し
で
も

減
ら
し
、リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の
は

資
源
ご
み
と
し
て
出
す
よ
う
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

８
月
８
日
、
10
日
に

「
ク
レ
ヨ
ン
で
作
る
マ
イ

バ
ッ
グ
教
室
」を
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、小
学
生
に
も

マ
イ
バ
ッ
グ
で
環
境
に

や
さ
し
い
買
い
物
を
し

て
も
ら
お
う
と
、平
成
21

年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
取
り
組
み
で
、今
年
は

48
人
の
子
ど
も
た
ち
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、バ
ッ

グ
に
大
好
き
な
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
や
メ
ッ
セ
ー
ジ

等
を
ク
レ
ヨ
ン
で
自
由
に
描
き
、世
界
に
一
つ
だ
け
の

素
敵
な
マ
イ
バ
ッ
グ
を
作
り
ま
し
た
。
自
分
だ
け
の

バ
ッ
グ
を
作
っ
た
こ
と
で
、マ
イ
バ
ッ
グ
で
買
い
物
す

る
こ
と
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

マ
イ
バ
ッ
グ
を
利
用
し
て
レ
ジ
袋
を
削
減
す
る
こ
と

は
、地
球
温
暖
化
防
止
や
ご
み
減
量
に
繋
が
り
ま
す
。当

日
は
地
球
温
暖
化
に

つ
い
て
の
環
境
学
習

や
、
実
際
に
ご
み
の
分

別
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
、
リ
サ
イ
ク
ル
・
ご

み
減
量
の
大
切
さ
に

つ
い
て
も
勉
強
し
ま

し
た
。

　

市
で
は
、
こ
れ
か
ら

も
子
ど
も
た
ち
へ
の

環
境
学
習
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

　

多
重
債
務
の
相
談
は
最
近
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
景
気
低
迷
が
続

く
中
、給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
の
減
額
、失

業
な
ど
に
よ
り
返
済
が
極
め
て
困
難

な
多
重
債
務
状
態
に
陥
っ
て
い
る
人

が
多
数
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
に
多
額
の
借
金
で
も
必
ず

解
決
す
る
方
法
は
あ
り
ま
す
。
自
分

一
人
で
悩
ま
な
い
で
、
ま
ず
は
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

■
解
決
方
法

①
任
意
整
理

弁
護
士
や
司
法
書
士
が
、
債
権
者

（
借
入
先
）
と
直
接
交
渉
を
し
、
利

息
の
再
計
算
や
返
済
方
法
の
見
直

し
を
す
る
方
法
。

②
特
定
調
停

裁
判
所
に
申
立
て
を
し
、
裁
判
所

が
債
権
者
（
借
入
先
）
と
債
務
者

（
借
金
を
し
て
い
る
人
）の
間
に
入

り
利
息
の
再
計
算
や
返
済
方
法
の

見
直
し
を
す
る
方
法
。

③
自
己
破
産

裁
判
所
に
申
立
て
を
し
、
最
低
限

の
生
活
用
品
な
ど
を
除
い
た
全
て

の
財
産
を
換
価
し
て
、
そ
こ
か
ら

債
権
者
（
借
入
先
）
に
返
済
し
、
残

り
の
借
金
を
全
額
免
除
し
て
も
ら

う
方
法
。

④
個
人
再
生

裁
判
所
に
申
立
て
を
し
、
マ
イ

ホ
ー
ム
や
財
産
を
手
元
に
残
し
な

が
ら
借
金
の
総
額
を
原
則
１
０
０

万
円
ま
た
は
５
分
の
１
ま
で
減
ら

し
、
そ
の
後
原
則
３
年
（
最
長
５

年
）で
返
済
し
て
い
く
方
法
。

な
お
、
継
続
的
な
収
入
が
必
要
等

の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

■
多
重
債
務
に
陥
ら
な
い
た
め
の

　

６
つ
の
心
得

①
自
分
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
合
わ

せ
て
生
活
設
計
を
す
る

②
基
本
的
に
借
金
は
し
な
い

③
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
枚
数
は
最

小
限
に
す
る

④
安
易
に
保
証
人
に
は
な
ら
な
い

⑤
借
金
返
済
の
た
め
の
借
り
入
れ
は

し
な
い

⑥
ヤ
ミ
金
に
は
関
わ
ら
な
い

【
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先
】

　

四
万
十
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎（
３
４
）６
３
０
１

ご
み
の
減
量
・
資
源
化
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

ク
レ
ヨ
ン
で
作
る

マ
イ
バ
ッ
グ
教
室

平成 24年度４月～６月 ごみ量（昨年との比較）

平成 23年度

4月～6月（t）

平成 24年度

4月～6月（t）

前年比増減

（t）

普通ごみ 2,832 .3 2,875.8 43.5

粗大ごみ 89.6 85.3 △4.3

資源ごみ 144.6 148.6 4.0
チャレンジ事業
（資源ごみ）

180.0 177.5 △2.5

合計 3,246.5 3,287.2 40.7

リサイクル率（％） 9.998 9.920 △0.078

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

【問い合わせ先】（市）環境生活課 環境係 ☎（34）6126

多
重
債
務
に
陥
っ
た
場
合
は…
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◆必要な飲料水は1人１日３リットル！
　飲料水の備蓄は一番大切です。「1日３リットルも必要？多いのでは？」と感じるか
もしれませんが、災害時は食事の量が少なくなり食事からの水分摂取が減ってしま
うので、意識して水分補給することが大切です。水分が不足すると、

　　①便秘や脱水症　②エコノミークラス症候群　③熱中症（冬季は低体温症）
　　④心筋梗塞や脳梗塞など　⑤慢性疾患の悪化

などのリスクが高くなります。
　積極的に水分を摂ること、水分摂取を控えないようにすることが重要です。そのた
めにも飲料水はしっかりと備蓄しておくことが大切です！

◆下痢症状などがある時の水分補給に！
　下痢や風邪にかかったら、こまめに水分をとる必要があります。脱水で失われやす
い水分と電解質（塩分やカリウム）をすばやく補給するために「経口補水液」を家庭で
も簡単に作る方法もあります。
＊症状がひどい場合はまず医師に診てもらうこと！

　東日本大震災以降、防災に関しての意識が高まっています。災害・緊急時の
食事対策については、日頃から準備しておく必要があり、３日分の食料と飲

料水は確保しておいたほうがよいと言われています。食糧は長期保存が可能な食品が市販
されており、飲料水も５年間保存できるものがあります。いつ起こるかわからない災害に
備えて、飲料水はしっかりと備蓄しておきたいものです。

災害編

材料

水………………１リットル

砂糖……………40ｇ

塩………………3ｇ

災害時の食に備える…

（西土佐診療所 管理栄養士 篠田知佐）

人権教育推進講座

講座 日　　　時 講　　　　師 内　　　　　　　　容

たけむら もといち

　社会福祉センター（右山五月町）　　　　　　　　市民、企業・団体
　40人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９月２１日（金）まで　※土、日、祝日を除く
　無料
　電話で申し込み。企業・団体などは、別途申込書が必要。
　　　　　　　　　　【問い合わせ・申込先】（市）人権啓発課　☎（35）1035

場　　所
募集人員
受 講 料
申込方法

対 象 者
申込期限

　日常生活のなかにあるさまざまな人権課題を解決するために、企業、団体、市民を対象に人権教育推進講座を
計画的、系統的に実施します。一緒に学習しませんか。

「経口補水液（ORS）」の作り方

ペットボトル等の容器に入れ
て混ぜる。（好みによってレモ
ン汁などを加えると飲みやす
くなります）
＊市販の経口補水液（ORS）な
　どもあります

【参考文献】　社団法人 日本栄養士会「いざという災害時に備える、栄養と食事」
（独）国立健康・栄養研究所「避難生活で生じる健康問題を予防するための栄養・食生活

1

2

3

4

5

6

9月26日（水）
13時30分～16時45分

竹村　元一
（高知県人権啓発センター）

開講式
身近な人権課題～人権全般
テーマ：わたしからはじまる人権
講義、班別学習

身近な人権課題～
同和問題、外国人の人権
テーマ：出会いを豊かさに
講義、班別学習

身近な人権課題～子どもの人権
テーマ：人が人らしく
講義、班別学習

身近な人権課題～
女性の人権、ＨＩＶ感染者等の人権
テーマ：男女共同参画社会の実現に向けて
講義、班別学習

身近な人権課題～
障害者・高齢者の人権
テーマ：ともに、いきいきとくらす
講義、班別学習習

身近な人権課題～
人と人が支え合う人権尊重の社会を目指して
テーマ：学習のふりかえり、気づきを行動へ
講義、班別学習
閉講式

まつした せいじ

たかみ かつひこ

松下　誠司
（西部教育事務所）

高見　克彦
（高知県人権啓発センター）

まもるやまもと

おかむら み　さ

山本　衞
（四万十市人権啓発講師）

岡村　美佐
（高知県人権啓発センター）

やました やすお

山下　裕男
（高知県人権啓発センター）

おかむら み　さ

岡村　美佐
（高知県人権啓発センター）

ほりかわ み　や

堀川　美彌
（高知県人権啓発センター）

10月17日（水）
13時30分～16時30分

10月31日（水）
13時30分～16時30分

11月28日（水）
13時30分～16時30分

12月12日（水）
13時30分～16時30分

平成25年1月16日（水）
13時30分～16時45分
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10
月
か
ら
後
納
制
度
が
始
ま
り
ま
す

■
後
納
制
度
と
は

　

過
去
10
年
以
内
に
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
の
期
間
の

あ
る
人
は
、申
し
込
み
に
よ
り
平
成
24
年
10
月
か
ら
平
成
27
年
９

月
ま
で
の
３
年
間
に
限
り
、国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
の

で
き
る
期
間
が
、過
去
２
年
か
ら
10
年
に
延
長
さ
れ
ま
す
。こ
れ

を「
後
納
制
度
」と
い
い
ま
す
。

■
利
用
で
き
る
人

①
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人

　

10
年
以
内
に
納
め
忘
れ
の
期
間（
納
付
、免
除
以
外
）や
未
加
入

期
間
の
あ
る
人

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人

　

①
の
期
間
の
ほ
か
任
意
加
入
中
に
納
め
忘
れ
の
期
間
が
あ
る

人
③
65
歳
以
上
の
人

　

年
金
受
給
資
格
が
な
く
任
意
加
入
中
の
人

※
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ

ん
。

■
申
し
込
み
か
ら
納
付
ま
で
の
手
順

①
申
込
書
の
送
付
依
頼

（
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
）

②
年
金
事
務
所
か
ら
申
込
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

③
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、年
金
事
務
所
に
提
出
し
ま

す
。

※
年
金
加
入
期
間
の
確
認
の
た
め
戸
籍
謄
本
等
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。

④
年
金
事
務
所
に
お
い
て
申
込
書
の
審
査
、承
認
な
ど
を
行
い
ま

す
。

※
承
認
通
知
書
、納
付
書
、リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
送
付
。

⑤
納
付
書
に
よ
り
金
融
機
関
、コ
ン
ビ
ニ
等
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
市
区
町
村
役
場
、年
金
事
務
所
で
は
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

■
申
し
込
み
す
る
際
の
注
意

●
納
付
の
際
に
加
算
額
が
つ
き
ま
す

　
　

過
去
３
年
度
以
前
の
後
納
保
険
料
に
は
、当
時
の
保
険
料
額

に
加
算
額
が
つ
き
ま
す
。

【
例
】平
成
24
年
に
送
付

平
成
21
年
度
分
以
前
〜

：

当
時
の
金
額
プ
ラ
ス
加
算
額

平
成
22
年
度
〜
　
　
　

：

当
時
の
金
額
の
ま
ま

●
納
め
る
際
は
順
番
が
あ
り
ま
す

　
　

後
納
を
利
用
す
る
際
は
、後
納
が
可
能
な
期
間
の
う
ち
、最

も
古
い
分
か
ら
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
平
成
15
年
度

②
平
成
16
年
度
　

③
平
成
17
年
度

●
３
年
以
内
に
申
し
込
み
か
ら
納
付
ま
で

　
　

後
納
を
利
用
で
き
る
期
間
は
、平
成
24
年
10
月
〜
平
成
27
年

９
月
ま
で
で
す（
納
付
書
の
使
用
期
限
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
）。１
ヶ
月
ご
と
の
分
割
納
付
も
可
能
で
す
。お
早
め
に
申
し

込
み
願
い
ま
す
。

●
申
し
込
み
後
に
審
査
を
行
い
ま
す

　
　

後
納
保
険
料
の
納
付
が
可
能
な
期
間
に
つ
い
て
の
審
査
を

行
い
、そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。審
査
に
は
時
間
が
か

か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、期
限
に
余
裕
を
も
っ
て
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
一
部
免
除
の
未
納
期
間

　
　

一
部
免
除
さ
れ
た
期
間
の
う
ち
、未
納
と
な
っ
て
い
る
期
間
も

後
納
の
対
象
と
な
り
ま
す
。こ
の
場
合
の
後
納
す
る
保
険
料
は
、

一
般
の
未
納
期
間
と
同
じ
１
ヶ
月
分
の
保
険
料
が
必
要
で
す
。

●
免
除
期
間
を
お
持
ち
の
人
は

　
　

全
額
免
除
や
一
部
免
除（
一
部
納
付
済
）、若
年
者
執
行
猶
予

お
よ
び
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
、後
納
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
　

納
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、10
年
以
内
の
免
除
期
間
を
納
付

で
き
る「
追
納
制
度
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
納
付
を
希
望
す
る
人
は
、同
封
の
申
込
書
に
ご
記
入
の
上
、最

寄
り
の
年
金
事
務
所
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

①

年金事務所

お客さま

金融機関等

②④

⑤

③

先後

※延長される10年とは、納めようとする月前10年以内の期間です。

【例】平成14年10月の場合 → 平成24年10月末となります

１ヶ月分の後納保険料を納めることにより老齢基礎年金が増額さ
れる目安としては…

7 8 6 , 5 0 0円
※平成24年度満額の年金額

480 ヶ月（40年×12 ヶ月）
≒1,638円（年額）増額
　　　された年金額が毎年支給されます。

●後納制度のメリット
２年以上前の保険料を納めることに
より、
①将来受け取る年金額が増額！
②年金の受給資格が得られる可能性
があります！

不足していた期間を
納めることにより

年金受給なし
↓ 

年金受給可能

▲

次
ペ
ー
ジ
へ
続
き
ま
す
。
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外
国
人
住
民
の
登
録
制
度
が

変
わ
り
ま
し
た

　８月１日より市公式ホームページ上にて、市の住民基本台帳人口を基に地区別、年齢別に細分化した「行
政地区年齢別データ」を掲載しています。
　これは、これまで公開していた年齢別人口を行政地区別に集計しなおしたもので、市民の皆さんがお住ま
いの地区ごとの現状を把握できるようになっていますので、ご活用ください。

■ホームページアドレス
　h t t p : / / www . c i t y . s h i m a n t o . l g . j p / t o u k e i 3 w / TO S 0 1 1 0 0 . p h p ? y e a r = 2 0 1 2

【問い合わせ先】（市）市民課 市民係　0（34）1113

「行政地区年齢別データ」を公開しています

●国民年金の送付は、納付しなければならない月の翌月末日が納期限と定められて
います。納期限までに納めていない場合、不測の事態が発生した際の障害基礎年金
や遺族基礎年金が受け取ることができない場合がありますので、過去２年以内に
納め忘れの期間のある人は、２年以内の保険料も納めていただきますようお願いします。

●２年以内の保険料が未納となっている人に対する電話、文書、戸別訪問による納付督励および保険料の収納義務について
民間委託を実施しています。

【問い合わせ・手続き先】日本年金機構幡多年金事務所　0（３４）１６１６

■平成24年度中の後納保険料額と納付できる期限

※過去３年度以前の期間は加算額がつきます（平成22年度分は平成25年３月31日まで加算がありません）。
　①後納保険料額 ＝ ②当時の保険料額 ＋ ③加算額 です。
※後納保険料額は政令で定められ、毎年（平成24年度から平成27年度までの間に限る）改定されます。
※後納納付された場合は、納付された日に納付対象月の保険料が納付されたものとみなされます。

1 4 . 1 0月分  →  H 2 4 . 1 0 . 3 1
1 4 . 1 1月分  →  H 2 4 . 1 1 . 3 0
1 4 . 1 2月分  →  H 2 4 . 1 2 . 3 1
1 5 . 1月分  →  H 2 5 . 1 . 3 1
1 5 . 2月分  →  H 2 5 . 2 . 2 8
1 5 . 3月分  →  H 2 5 . 3 . 3 1

平成14年度

平成15年度

平成16年度

平成17年度

平成18年度

平成19年度

平成20年度

平成21年度

平成22年度

①後納保険料額

１４，９４０

１４，７２０

１４，５１０

１４，５６０

１４，６１０

１４，６４０

１４，７６０

１４，８４０

１５，１００

②当時の保険料額

１３，３００

１３，３００

１３，３００

１３，５８０

１３，８６０

１４，１００

１４，４１０

１４，６６０

１５，１００

③加算額

１，６４０

１，４２０

１，２１０

９８０

７５０

５４０

３５０

１８０

加算なし

納付できる期限

10年目は月ごとに期限が到来します

   

    　
平成25年３月31日

　

平
成
24
年
７
月
９
日
の
住
民
基
本

台
帳
法
改
正
に
よ
り
、外
国
人
住
民

も
日
本
人
同
様
に
住
民
基
本
台
帳
法

の
適
用
対
象
に
な
り
ま
し
た
。外
国

人
の
居
住
の
公
証
は
、こ
れ
ま
で
は

「
外
国
人
登
録
原
票
」に
基
づ
き
証
明

し
て
い
ま
し
た
が
、今
後
は
日
本
人

同
様
に
住
民
票
で
証
明
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

■
住
民
票
に
記
載
さ
れ
る
外
国
人

住
民
は
、適
法
に
３
ヶ
月
を
超

え
て
在
留
し
て
い
て
、四
万
十

市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
①

〜
④
に
該
当
す
る
人
で
す

※
観
光
な
ど
の
短
期
滞
在
者
や
公

用
・
外
交
の
在
留
資
格
者
は
除
き

ま
す
。

①
中
長
期
在
留
者

(

在
留
カ
ー
ド
交
付
対
象
者)

②
特
別
永
住
者

（
特
別
永
住
者
証
明
書
交
付
対
象
者
）

③
一
時
庇
護
許
可
者
ま
た
は
仮
滞
在

許
可
者

④
出
生
に
よ
る
経
過
滞
在
者
ま
た
は

国
籍
喪
失
に
よ
る
経
過
滞
在
者

■
住
民
票
の
発
行
が
で
き
ま
す

　

こ
れ
ま
で
外
国
人
住
民
と
日
本

人
住
民
が
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る

複
数
国
籍
世
帯
で
は
、外
国
人
登

録
原
票
記
載
事
項
証
明
書
と
住
民

票
と
で
別
々
に
証
明
を
取
得
す
る

必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、７
月
９

日
以
降
は
同
一
世
帯
で
あ
れ
ば
住

民
票
に
一
緒
に
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、世
帯
全
員
が
記
載
さ
れ

た
住
民
票
が
発
行
で
き
ま
す
。

■
住
所
に
関
す
る
届
出
が
変
わ
り

ま
す

　

入
国
や
出
生
、引
越
し
な
ど
に

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
住
民
登
録
の
手

続
き
が
必
要
で
す
が
、原
則
は
日

本
人
住
民
と
同
じ
手
続
き
と
な
り
、

転
出
や
出
国
の
際
に
は
事
前
に
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
手
続
き
の
際
に
、特
別
永
住
者
証

明
書
ま
た
は
在
留
カ
ー
ド
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

▼
住
民
基
本
台
帳
法
改
正
お
よ
び

入
管
法
等
に
関
す
る
詳
細
は
左

記
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.soum

u.g
o.jp/m

a
in_

sosiki/jichi_g
y
ouse

i/c-g
y
ouse

i/z

a
iry
u.htm

l

●
法
務
省
入
国
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.im

m
i-m

oj.g
o.jp/ne

w
im
m
ia
ct/ne

w
im
m
ia
ct.htm

l

【
問
い
合
わ
せ
先
】
　

 

（
本
　
　

庁
）市
民
課
　

0（
３
４
）１
１
１
３

（
総
合
支
所
）

市
民
課 

西
土
佐
市
民
国
保
分
室
　

0（
５
２
）１
１
１
1
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女
郎
ぐ
も
相
撲
大
会

　

久
し
ぶ
り
に
土
佐
中
村
に
来
ま
し
た
が
、

四
万
十
市
と
い
う
名
前
に
は
ま
だ
な
じ
み

が
出
て
き
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
は
中
村
を

あ
り
ふ
れ
た
名
前
だ
と
思
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
そ
の
地
域
の
中
心
と
い
う
意
味

で
あ
り
、誇
っ
て
い
い
名
前
で
す
。

　

私
は
戦
国
時
代（
16
世
紀
）
の
文
化
に
興

味
を
持
ち
、
そ
れ
を
知
る
手
だ
て
と
し
て
、

昭
和
40
年
ご
ろ
に
初
め
て
中
村
を
訪
ね
ま

し
た
。
戦
国
時
代
に
は
豊
潤
な
文
化
が
あ

り
、二
つ
の
視
点
か
ら
考
え
ま
し
た
。成
熟

し
た
「
都
市
文
化
」
と
地
方
城
下
町
の
「
領

国
文
化
」で
す
。

　

戦
国
時
代
は
、
堺
、
京
都
、
奈
良
が
「
三

都
」
で
し
た
。
日
明
貿
易
、
南
蛮
貿
易
を
背

景
に
、
堺
が
断
ト
ツ
の
経
済
力
を
も
っ
て

い
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
中
心
は
京
都
に

移
っ
た
。
京
都
に
は
多
様
な
住
人
、
天
皇
、

公
家
、
武
家
、
僧
侶
、
町
衆
、
連
歌
師
、
琵
琶

法
師
な
ど
が
お
り
、
文
化
の
多
様
性
が

あ
っ
た
。二
枚
腰
、三
枚
腰
の
文
化
で
し
た
。

町
文
化
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
市
中
の
山
居
」

で
あ
り
、草
庵
を
屋
敷
の
中
に
移
し
、四
畳

半
の
空
間
を
楽
し
ん
で
い
た
。

　

一
方
、地
方
の
有
力
守
護
は
国
人
や
地

侍
を
城
下
に
連
れ
て
き
て
居
館
を
か
ま
え
、

城
下
町
を
形
成
し
、
戦
国
大
名
に
な
っ
た
。

そ
う
し
た
戦
国
大
名
の
一
部
は
、
京
都
文

化
に
関
心
を
も
ち
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
て

町
づ
く
り
の
特
徴
と
し
た
。

　

小
京
都
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
出
し
た

の
は
、戦
後
の
高
度
経
済
成
長
期
、デ
ィ
ス

カ
バ
ー
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ー
ム
の
こ
ろ
で
あ

り
、
あ
ち
こ
ち
に
い
ろ
ん
な
小
京
都
が
生

ま
れ
た
が
、「
歴
史
的
存
在
と
し
て
の
小
京

都
」
と
し
て
代
表
的
な
の
は
三
つ
と
い
え

る
。

　

最
も
早
か
っ
た
の
が
周
防
大
内
氏
の
山

口
。
山
口
は
京
都
の
寺
や
神
社
を
勧
請
す

る
な
ど
、「
帝
都
の
模
様
を
写
す
」「
京
様
の

町
づ
く
り
」を
行
な
い
、「
西
の
京
」と
呼
ば

れ
た
。

　

朝
倉
氏
の
越
前
一
乗
谷
（
福
井
市
）
も

同
様
で
、応
仁
の
乱
の
こ
ろ
に
は
、京
都
か

ら
逃
れ
た
た
く
さ
ん
の
公
家
を
受
け
入
れ

る
な
ど
、「
越
南
の
京
」と
呼
ば
れ
た
。朝
倉

氏
は
京
都
の
町
を
描
い
た
「
洛
中
洛
外
図

屏
風
」を
初
め
て
求
め
た
。

　

こ
の
二
つ
は「
武
家
的
小
京
都
」と
い
え

る
が
、土
佐
中
村
は
対
称
的
で
あ
り
、公
家

自
ら
が
地
方
に
行
っ
て
つ
く
っ
た
町
で
あ

り
、ユ
ニ
ー
ク
な
存
在
。「
公
家
的
小
京
都
」

の
唯
一
の
例
だ
が
、
一
條
氏
の
支
配
を
支

え
た
の
は
為
松
氏
、
太
平
氏
な
ど
の
土
豪

の
武
士
で
あ
り
、
百
パ
ー
セ
ン
ト
「
公
家

的
」と
は
言
い
切
れ
な
い
。一
條
氏
は
公
家

の
権
威
を
行
使
し
て
、
彼
ら
に
官
位
を
与

え
懐
柔
し
た
。
彼
ら
も
一
條
氏
の
パ
ト
ロ

ン
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
勢
力
を
誇
っ
た
。

　

京
都
の
大
文
字
の
送
り
火
は
い
つ
ご
ろ

か
ら
始
ま
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
。
最
初

に
文
献
に
出
て
く
る
の
が
慶
長
３
年
（
１

６
０
３
年
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
推
測
す
れ

ば
、
そ
の
頃
か
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
こ
の
間

崎
の
大
文
字
が
つ
く
ら
れ
た
の
も
江
戸
時

代
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
京
都
と
こ
こ
以

外
に
大
文
字
は
な
い
。

　

か
つ
て
の
よ
う
な
小
京
都
ブ
ー
ム
に
は

い
ま
な
い
が
、
人
々
の
絆
や
自
然
を
大
事

に
し
、
日
本
の
原
点
に
な
る
よ
う
な
ふ
る

さ
と
を
訪
ね
る
こ
と
の
意
味
は
変
わ
っ
て

い
な
い
。
土
佐
中
村
を
愛
す
る
者
と
し
て
、

小
京
都
や
四
万
十
川
の
自
然
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

市
民
大
学
講
演（
要
旨
） 

８
月
23
日

　

小
京
都
と
は
何
か

　
　

京
都
市
芸
術
文
化
協
会
理
事
長

　
　

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　

名
誉
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　

村
井
　

康
彦

　

８
月
５
日（
日
）、第
62
回 

全
日
本
女
郎
ぐ
も
相

撲
大
会
が
一
條
神
社
境
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

女
郎
ぐ
も
相
撲
は
、一
條
教
房
公
と
共
に
中
村
の

地
に
下
っ
て
き
た
侍
女
た
ち
の
遊
び
だ
っ
た
と
い

わ
れ
て
お
り
、全
国
で
も
珍
し
い
伝
統
行
事
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

大
会
は
、持
参
し
た
ク
モ
の
大
き
さ
に
よ
っ
て

「
幕
内
の
部
」「
十
両
の
部
」に
別
れ
、ま
た
、ク
モ
を

持
っ
て
い
な
い
観
光
客
で
も
参
加
で
き
る「
観
光
の

部
」（
観
光
協
会
が
用
意
し
た
ク
モ
を
使
用
で
き
ま

す
）も
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
試

合
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

大
会
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
ず
、時
折
強
い
雨
が

降
っ
た
り
止
ん
だ
り
の
繰
り
返
し
で
し
た
が
、３
つ

の
部
あ
わ
せ
て
63
人
、観
客
を
含
め
て
２
０
０
人
あ

ま
り
が
訪
れ
る

と
い
う
盛
況
振

り
で
し
た
。

　

長
さ
50
㎝
ほ

ど
の
木
の
棒
の

上
で
の
ク
モ
の

戦
い
に
、子
ど
も

だ
け
で
な
く
、連

れ
添
っ
た
大
人

た
ち
も
身
を
乗

り
出
し
て
応
援

し
、会
場
は
終
始

熱
気
に
包
ま
れ

ま
し
た
。
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中
村
は
、
市
街
地
が
幾
重
に
も
重
な
る

山
な
み
や
清
流
四
万
十
川
と
後
川
に
囲
ま

れ
、
山
紫
水
明
の
美
し
い
自
然
と
景
観
に

恵
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
歴
史
的
に
も
室
町

後
期
、
土
佐
に
下
向
し
、
所
領
・
幡
多
荘
の

直
務
（
じ
き
む
）
を
行
っ
た
在
国
公
家
・
一

條
氏
の
館
を
中
心
に
庶
民
の
居
住
す
る
市

町
（
い
ち
ま
ち
）
が
形
成
さ
れ
た
。
自
然
や

景
観
、
歴
史
と
も
に
中
村
は
小
京
都
の
名

に
ふ
さ
わ
し
い
地
で
あ
る
。

　

幡
多
荘
に
下
向
し
た
前
関
白
一
條
教
房

の
遺
児
、
房
家
に
始
ま
る
土
佐
一
條
家
は

房
家―

房
冬―

房
基―

兼
定
と
四
代
に
わ

た
り
、
応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）
の
教
房
の

下
向
か
ら
数
え
る
と
、
天
正
二
年
（
一
五
七

五
）
の
兼
定
没
落
ま
で
百
年
余
り
の
間
、
戦

国
期
の
中
村
に
在
国
し
直
務
支
配
を
お
こ

な
っ
た
。
こ
れ
は
全
国
的
に
も
数
少
な
い

例
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　

市
街
地
の
ほ
ぼ
中
央
、
小
森
山
に
位
置

す
る
一
條
神
社
は
、
天
正
年
中
、
一
條
氏
を

し
の
ん
で
土
地
の
者
が
小
さ
な
祠
（
ほ
こ

ら
）
を
建
て
一
條
氏
の
神
霊
を
祀
り
、
愛
宕

神
社
を
合
祀
し
た
と
さ
れ
る
。
時
を
経
て
、

幕
末
の
土
佐
藩
で
は
、
朝
廷
と
幕
府
の
融

和
を
は
か
る
公
武
合
体
の
機
運
が
お
こ

り
、
そ
の
後
、
尊
王
攘
夷
運
動
が
高
揚
す

る
。
こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
も
と
、
文
久

二
年
（
一
八
六
二
）
、
中
村
の
町
づ
く
り
を

お
こ
な
っ
た
一
條
氏
の
事
跡
が
あ
ら
た
め

て
見
直
さ
れ
、
顕
彰
の
た
め
、
官
民
一
体
で

一
條
神
社
と
し
て
社
殿
を
建
立
し
、
祭
り

を
盛
大
に
と
り
お
こ
な
っ
た
。
今
年
は
一

條
神
社
創
建
百
五
十
年
と
な
る
が
、
現
在

も
十
一
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
四
日
の
三

日
間
は
、
幡
多
一
円
の
大
祭
「
一
條
公
さ

ん
」と
し
て
賑
わ
い
を
見
せ
る
。

　

と
こ
ろ
で
一
條
氏
の
館
で
あ
る
中
村
御

所
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の

場
所
に
つ
い
て
は
、
兼
定
の
没
落
か
ら
十

五
年
後
の
天
正
十
七
年
（
一
五
九
〇
）
の
長

宗
我
部
元
親
に
よ
る
土
佐
一
国
の
検
地
の

記
録
、
長
宗
我
部
地
検
帳
が
そ
の
場
所
を

明
ら
か
に
す
る
手
が
か
り
と
な
る
。

　

中
村
郷
地
検
帳
に
記
載
が
あ
る
「
森
山

維
摩
堂
床
」
は
現
在
の
一
條
神
社
の
場
所

で
あ
り
、
御
所
の
場
所
は
地
検
帳
に
「
御
土

居
、
一
所
、
七
段
二
十
三
代
五
歩
、
中
ヤ
シ

キ
」
と
あ
り
、
小
森
山
の
西
麓
に
堀
と
土
塀

を
廻
ら
せ
た
七
反
余
（
約
二
三
〇
〇
坪
）
の

広
い
敷
地
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

地
検
帳
に
よ
る
と
御
所
の
北
に
は
、
庶

民
の
居
住
す
る
市
屋
敷
（
い
ち
や
し
き
）
が

拡
が
っ
て
い
た
。
町
並
み
は
南
北
に
立
町
、

東
西
に
新
町
、
上
町
等
の
町
名
が
あ
り
立

町
と
新
町
の
交
差
す
る
付
近
に
恵
比
寿
堂

が
建
て
ら
れ
て
い
た
。
立
町
は
、
現
在
の
本

町
と
推
定
さ
れ
る
。
市
屋
敷
に
は
藍
屋
、
紺

屋
な
ど
の
屋
号
か
ら
職
人
の
居
住
が
想
定

さ
れ
、
小
目
代
給
は
町
役
人
の
屋
敷
を
思

わ
せ
る
。
こ
れ
ら
の
通
り
か
ら
御
北
小
路
、

宮
田
小
路
、
西
小
路
、
羽
生
小
路
な
ど
の
小

路
が
の
び
て
い
た
。
ま
た
四
万
十
川
に
面

し
て
現
在
の
赤
鉄
橋
付
近
に
築
地
が
あ

り
、
築
地
口
よ
り
山
際
に
か
け
て
正
持
院
、

円
明
院
、
光
寿
寺
な
ど
の
寺
院
が
連
な
り
、

下
町
は
築
地
口
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
た
。

こ
れ
ら
戦
国
期
の
中
村
の
町
並
み
は
、
長

宗
我
部
氏
没
落
後
は
、
山
内
氏
に
よ
っ
て

支
藩
中
村
三
万
石
の
城
下
町
と
し
て
再
編

さ
れ
た
。

　

中
村
の
町
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
一
條
氏
時

代
の
中
村
の
景
観
に
つ
い
て
は
学
術
的
に

も
関
心
が
持
た
れ
、『
戦
国
城
下
町
の
研

究
』（
小
林
健
太
郎
、
昭
和
六
〇
年
）
等
の
研

究
が
あ
り
、
ま
た
最
近
で
は
、『
土
佐
の
「
小

京
都
」
中
村―

そ
の
歴
史
・
町
並
み
復
元
と

史
跡―

』（
西
南
四
国
歴
史
文
化
研
究
会
中

村
支
部
編
、
平
成
十
九
年
）
な
ど
市
民
に
よ

る
研
究
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
史

料
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
一
條
氏
と

中
村
の
歴
史
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
今

後
、
考
古
学
的
な
発
掘
調
査
等
の
新
た
な

調
査
・
研
究
が
期
待
さ
れ
る
。

図
書
館 

新
着
図
書
紹
介

　

一
條
神
社
編
集
　

　

『
一
條
神
社
百
五
十
年
史
』

　

今
年
は
、
一
條
神
社
が
幕
末
の
文
久
２
年

（
１
８
６
２
年
）
に
創
建
さ
れ
て
か
ら
１
５
０

年
に
な
り
ま
す
。
９
月
９
日
、
記
念
大
祭
が
開

か
れ
ま
す
。

　

本
書
は
こ
れ
を
記
念
し
て
、故
上
岡
正
五
郎

先
生
が
昭
和
50
年
に
ま
と
め
、一
條
神
社
に
奉

納
し
て
い
た「
一
條
神
社
の
歴
史
」に
、そ
の
後

の
推
移
を
現
在
の
川
村
公
彦
宮
司
（
５
代
）
が

書
き
加
え
、初
め
て
の
一
條
神
社
通
史
と
し
て

刊
行
し
た
も
の
で
す
。

　

一
條
神
社
は
、土
佐
一
條
家
初
代
と
な
っ
た

一
條
房
家
が
祖
父
兼
良
、
父
教
房
の
御
廟
所

（
お
た
ま
や
）
を
中
村
御
所
内
に
建
立
し
た
の

が
始
ま
り
で
あ
り
、御
廟
所
は
そ
の
後
の
長
宗

我
部
時
代
は
維
魔
堂
、山
内
時
代
は
一
條
権
現

と
称
さ
れ
て
い
た
と
、本
書
に
書
か
れ
て
い
ま

す
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

（
87
ペ
ー
ジ
、一
條
神
社
発
行
）

一
條
氏
と
中
村 

（
一
）

　

中
村
御
所

ゆ
い
ま
ど
う

ご
ん
げ
ん

東
近
　

伸
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会場地図

四万十川
桜づつみ公園

四万十川
キャンプ場

入田

赤鉄橋←具同 大橋通→

会場会場
百
笑
町

　

四
万
十
川
の
ほ
と
り
、林
立
す
る
ヤ
ナ
ギ
や
エ
ノ
キ
の
中
で
、四
万
十
川
の
せ
せ

ら
ぎ
に
耳
を
傾
け
、自
生
す
る
曼
珠
沙
華
を
愛
で
な
が
ら
、し
っ
と
り
と
し
た
木
漏

れ
日
の
中
で
、四
万
十
川
の
秋
の
味
覚
が
味
わ
え
ま
す
。

　

四
万
十
川
で
獲
れ
る
天
然
物
の
鮎
、ウ
ナ
ギ
、川
エ
ビ
、

青
さ
の
り
天
ぷ
ら
な
ど
を
、中
村
料
理
飲
食
店
組
合
が

料
理
し
提
供
し
ま
す
。さ
ら
に
、地
元
入
田
地
区
の
野
菜

や
加
工
品
な
ど
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

日
　

時
　

９
月
22
日（
土
）、23
日（
日
）
　

10
時
〜
15
時

　
　
　
　

飲
食
販
売
は
11
時
〜（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）

　
　
　
　

※
雨
天
お
よ
び
会
場
の
状
態
が
悪
い
時
は

　
　
　
　
　

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

場
　

所
　

入
田
ヤ
ナ
ギ
林（
四
万
十
川
河
川
敷
）

料
理
内
容

●
天
然
鮎（
１
匹
）…
…
…
…
…
1
2
0
0
円
　

●
天
然
う
な
ぎ（
１
人
前
）…
…
1
0
0
0
円

●
川
エ
ビ（
１
人
前
）…
…
…
…
３
０
０
円
　
　
　

●
青
さ
の
り
天
ぷ
ら（
１
人
前
）
…
３
０
０
円
　
　
　

●
青
さ
め
し（
１
人
前
）…
…
…
３
０
０
円
　

催
　

し
　
　

●
演
奏

　

中
村
中
学
校：

22
日
、10
時
〜

　

中
村
西
中
学
校：

23
日
、10
時
〜

●
宝
探
し

　

（
小
学
生
以
下
対
象
、先
着
１
０
０
人
）

　

22
・
23
日
、11
時
30
分 

〜

●
ポ
ン
菓
子（
無
料
）

　

22
日
、11
時
〜（
数
に
限
り
あ
り
）

　

四
万
十
川 

花
絵
巻
　

曼
珠
沙
華
の
宴

〜
四
万
十 

天
然
づ
く
し
〜

停留所

①物産館サンリバー四万十

②中村駅

③市役所前

④新ロイヤルホテル四万十

⑤中村プリンスホテル

⑥会場（入田ヤナギ林）

9:40

9:45

9:50

9:55

9:59

10:10

10:50

10:55

11:00

11:05

11:09

11:20

11:40

11:45

11:50

11:55

11:59

12:10

12:30

12:35

12:40

12:45

12:49

13:00

13:40

13:45

13:50

13:55

13:59

14:10

14:30

14:35

14:40

14:45

14:49

14:55着

15:05発

15:20

15:25

15:30

15:35

15:39

停留所発車予定時刻

臨時循環バス　①→②→③→④→⑤→⑥の順番で巡回します。
※会場14：55着以外は、全て発車時刻です。ただし、予定時刻ですので前後する場合があります。

【問い合わせ先】(社)四万十市観光協会 0（35）4171

　

黒
尊
川
流
域
で
育
っ
た
稲
の
刈
り
取
り
作
業
と
、新

米
を
昔
な
が
ら
の
羽
釜
を
使
っ
て
炊
く
体
験
を
行
い
ま

す
。こ
の
地
域
に
ず
っ
と
続
い
て
い
る
農
の
あ
り
方
や

お
米
の
味
を
体
感
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

参
加
者
に
は
今
年
３
月
に
完
成
し
た「
く
ろ
そ
ん
手

帖
」を
差
し
上
げ
ま
す
。

日
　

時
　

９
月
15
日（
土
）
　

９
時
〜
17
時

　

※
雨
天
決
行（
雨
に
よ
り
稲
刈
り
が
で
き
な
い
場
合

　
　

は
、ウ
ナ
ギ
の
コ
ロ
バ
シ
づ
く
り
等
の
竹
細
工
を

　
　

行
い
ま
す
）

集
合
場
所
　

市
立
中
央
公
民
館
１
階
ロ
ビ
ー

　

※
市
の
バ
ス
で
現
地
ま
で
移
動
し
ま
す（
９
時
出
発
）

見
学
場
所
　

黒
尊
川
流
域
の
田
ん
ぼ

申
込
期
間
　

９
月
６
日（
木
）〜
13
日（
木
） 

対
象
者
　

小
学
校
３
年
生
以
上

　
　
　
　

小
学
生
は
保
護
者
の
同
伴
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　

先
着
30
人

参
加
費
　

１
千
円（
昼
食
代
、お
茶
、保
険
料
等
実
費
）

持
ち
物

　

帽
子
、長
袖
、長
ズ
ボ
ン
、タ
オ
ル
、長
靴
か
地
下
足
袋
、

　

着
替
え（
稲
刈
り
作
業
で
は
た
く
さ
ん
汗
を
か
き
ま

　

す
）、飲
み
物
、お
好
み
の
筆
記
用
具
、お
持
ち
の
人
は

　

ご
自
身
の
く
ろ
そ
ん
手
帖
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】 

（
市
）教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
振
興
係 

 

0（
３
４
）７
３
１
１
　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
３
５
）４
２
６
０

E
-M
a
il

　

c
u
ltu

re
@
c
ity

.sh
im

a
n
to
.lg

.jp

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
お
よ
び
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
を
す
る
人
は
、住

所
、氏
名
、年
齢
、連
絡
先
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

第
３
回 

く
ろ
そ
ん
手
帖
手
描
き
散
歩

黒
尊
・
秋
の
稲
刈
り
体
験 平

成
24
年
9
月
号
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主催　四万十市　四万十市教育委員会　四万十市文化祭執行委員会

後援　高知新聞社　読売新聞高知支局　毎日新聞高知支局　朝日新聞高知総局　ＮＨＫ高知放送局　ＲＫＣ高知放送

　　　ＫＵＴＶテレビ高知　ＫＳＳさんさんテレビ　エフエム高知

10月後半以降の行事は、広報四万十10月号でご案内します。
【問い合わせ先】（市）教育委員会 生涯学習課　0（３４）７３１１

行　事　名

デイサービスせいきょう　四万十
絵手紙・手芸作品展

デッサンクラブ陶芸展

郷土歴史講座　講師：朝倉慶景
「長宗我部地検帳からみた
土佐一条と長宗我部氏」

中村シルバーフォト写真展

秋の茶会

合同吟詠発表会

第43回　中村俳句大会

太極拳ふれあいフェア

三味線　すみれ会　発表会

草木染めサークル
あかねの会展示会

ここでえいがかい！？
第19回上映会

「ツレがうつになりまして」

えびす元気まつり

第12回　中村剣詩舞大会

平成24年度　川柳中村大会

会　場

中央公民館　展示ホール

中央公民館　展示ホール

中央公民館　大会議室

中央公民館　展示ホール

中央公民館
大会議室Ⅱ、研修室Ⅰ、和室

文化センター　ホール

社会福祉センター　大会議室

中央公民館　大ホール

文化センター　ホール

中央公民館　展示ホール

中央公民館　大ホール

東中筋中学校　体育館

文化センター　ホール

JA高知はた農協会館大ホール

時　間

9:00～17:00

9:00～17:00

13：00～17：00

9：00～18：00

9：30～15：00

開場12:30
開演13:30

9：00～15：00

開場13:30
開演14:00

開場17:00
開演18:00

9:00～17:00

14：00 ／ 19：00
10：00 ／ 14：00

開場11:00
開演12:00

開場12:30
開演13:00

9:00～16:00

開　催　日

9月20日（木）～25日（火）

9月27日（木）～30日（日）

9月29日（土）

10月5日（金）～9日（火）

10月7日（日）

10月7日（日）

10月7日（日）

10月8日（月）

10月8日（月）

10月12日（金）～14日（日）

10月13日（土）～14日（日）

10月13日（土）

10月14日（日）

10月14日（日）

お誘い合わせのうえ、ご来場ください

第８回 四万十市文化祭（9月～10月前半）

　

８
月
い
っ
ぱ
い
、西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
展
示
し

て
い
た
、西
土
佐
地
域
の
満
州
分
村
に
関
す
る
写
真
を
中

村
地
区
で
も
展
示
し
ま
す
。

　

今
回
は
ほ
か
に
も
、幡
多
地
域
か
ら
出
征
さ
れ
た
人
々

か
ら
の
手
紙
や
特
攻
関
係
資
料
も
併
設
し
て
展
示
を
す
る

予
定
で
す
。

日
　

程
　

９
月
９
日（
日
）〜
18
日（
火
）

時
　

間
　

９
時
〜
17
時

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館
　

１
階
　

展
示
ホ
ー
ル

入
場
料
　

無
料

主
　

催
　

資
料
展「
幡
多
と
戦
争
」実
行
委
員
会

後
　

援
　

四
万
十
市
教
育
委
員
会

　

な
お
、西
土
佐
会
場
で
は
、期
間
中
、お
盆
に
帰
省
中
の

地
元
出
身
者
な
ど
、県
内
外
か
ら
も
大
勢
の
方
々
が
見
に

こ
ら
れ
ま
し
た
。８
月
19
日
に
は
、演
劇「
棄
民
の
裔
」Ｄ
Ｖ

Ｄ
上
映
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
開
か
れ
、戦
争
体
験
を
引
き

継
い
で
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
市
）教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課
　

☎（
３
４
）７
３
１
１

資
料
展

「
幡
多
と
戦
争
」

　

ー
開
拓
団
、戦
地
か
ら
の
手
紙
、特
攻
ー

西土佐写真展

シンポジウム
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固定資産税　3期分

国民健康保険税　3期分

下水道事業受益者負担金

　　　　　　　　2期分

　近年、ごく狭い地域で短時間
に激しい雨が降る、いわゆる集
中豪雨が増えています。
　梅雨時など、夏場を中心に多
く発生し、「夕立」という言葉で
も知られていますが、時には台
風なみの降雨量をもたらし、洪
水や土砂災害を発生させること
があります。
　台風や熱帯低気圧が発生した
時など、暖かく湿った空気が太
平洋側から日本に向かって流れ
てくることが原因のひとつとし
て考えられますが、目に見える
形を作って進んでくる台風とは
違い、発生の予測が非常に難し
いことも、集中豪雨の大きな特
徴です。
　日本の南側に台風が発生して
いる時や、前線が日本の周辺に
発生している時は天気予報等で
天気図を見て、大気の状態を確
認すると良いでしょう。
　まだまだ暑い日が続きます。
熱中症だけ
でなく、突
発的な降雨
にもご注意
ください。

集中豪雨に、ご注意を
映像の幡多 上映会 ～歴史・風土・文化とは～

上
映
作
品
『
祭
り
の
準
備
』(

１
９
７
５
年
製
作
）

日
　

時
　

９
月
30
日
（
日
）

　
　
　
　

14
時
〜
／
19
時
〜
（
２
回
）

場
　

所
　

市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

鑑
賞
券
　

連
続
鑑
賞
券：

１
５
０
０
円

　
　
　
　

単
独
鑑
賞
券：

５
０
０
円

特
別
講
演
会

　

時
　

間
　

１
回
目
上
映
後

　

講
　

師
　

中
島
丈
博
（
脚
本
家
）

10
月
以
降
も
以
下
の
映
画
を
上
映
す
る
予
定
で

す
。

　

10
月
25
日(

木)

　

『
足
摺
岬
』(

１
９
５
４
年)

　

11
月
27
日(

火)

　

『
孤
島
の
太
陽
』(

１
９
６
８
年)

　

12
月
20
日(

木)

　

『
四
万
十
川
』(

１
９
９
１
年)

※

詳
細
は
２
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

催
　

し

問
（市）教育委員会 生涯学習課
☎（34）7311

問

第54回 四万十市美術展 　

た
く
さ
ん
の
人
の
出
品
・
観
賞
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

開
催
期
間
　

11
月
22
日（
木
）〜
28
日（
水
）

　
　
　
　
　

９
時
〜
17
時（
28
日
の
み
16
時
ま
で
）

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館

部
　

門
　

洋
画
、日
本
画
、書
道
、写
真
、工
芸

　
　
　
　

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン

入
場
整
理
費
　

一
　

般：

１
０
０
円
　
　

　
　
　
　
　
　

高
校
生
以
下：

無
料

搬
入
日
時
　

11
月
10
日（
土
）、11
日（
日
）

　
　
　
　
　

９
時
〜
17
時

搬
入
場
所
　

市
立
中
央
公
民
館

※
開
催
・
募
集
要
項
お
よ
び
出
品
票
は
公
民
館
窓

　

口
で
配
布
す
る
ほ
か
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.city

.shim
a
nto.lg

.jp/ky
ouiku/a

rt/

e
x
hibition.htm

l

催
　

し

（市）教育委員会 生涯学習課
☎（34）7311

催
　

し

　

今
回
は
、
四
万
十
で
は

お
な
じ
み
の
ぶ
し
ゅ
か
ん

を
テ
ー
マ
に
、
市
内
の
飲

食
店
や
地
元
料
理
研
究
グ

ル
ー
プ
が
腕
を
振
る
い
、

自
慢
の
逸
品
を
ご
用
意
し

ま
す
。
ぜ
ひ
試
食
し
て
く

だ
さ
い
。

日
　

時

　

９
月
16
日（
日
）12
時
〜

　

（
受
付
開
始：

11
時
30
分
）

場
　

所
　

中
村
天
神
橋
ア
ー
ケ
ー
ド
内

定
　

員
　

先
着
４
０
０
人
程
度（
中
学
生
以
上
）

※

試
食
グ
ル
メ
が
な
く
な
り
次
第
終
了
。小
学
生
以
下

　

は
同
伴
の
人
と
ご
一
緒
に
試
食
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
料
　

無
料

　

※

参
加
者
に
は
、
受
付
時
に
食
券
と
ア
ン
ケ
ー

　
　

ト
（
投
票
）
を
配
付
し
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に

　
　

必
ず
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

四万十うまいちやフェスタ～ぶしゅかん祭り～

問 （市）商工課　☎（34）1126
前回の模様：お目当ての四万十
グルメの前には長蛇の列が！

高

台
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お
知
ら
せ

教
室
・
講
座

第3回 子犬の譲渡会

働く婦人の家講座

日
　

時
　

９
月
26
日（
水
）９
時
30
分
〜

場
　

所

　

高
知
県
中
村
小
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー

　

（
古
津
賀
３
０
９
６
‐
３
４
）

　

☎（
３
４
）６
２
５
２

内
　

容

　

・
子
犬
を
譲
り
た
い
人：

９
時
30
分
〜
10
時

　

・
子
犬
を
飼
い
た
い
人：

10
時
〜
10
時
10
分

　

・
抽
選
・
譲
渡
犬
決
定：

10
時
10
分
〜
10
時
20
分

　

・
愛
犬
の
飼
い
始
め
講
習
会：

10
時
20
分
〜
11
時

　

・
子
犬
の
譲
り
渡
し：

11
時
〜

※
子
犬
を
譲
り
た
い
場
合
、
飼
い
た
い
場
合

　

の
注
意
点
等
に
つ
い
て
は
、
下
記
ま
で
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第1回 なしし港祭り
名鹿の味覚大集合　～名鹿にきたや～ 　

名
鹿
の
お
い
し
い
も
ん
が
大
集
合
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

伊
勢
え
び
汁
の
無
料
配
布
（
な
く
な
り
次
第

終
了
）も
あ
り
ま
す
。

日
　

時
　

９
月
30
日（
日
） 

10
時
〜
　

　
　
　
　

小
雨
決
行

　
　
　
　

※

予
備
日
10
月
７
日（
日
）

場
　

所
　

名
鹿
漁
港

※

市
内
を
巡
回
す
る
バ
ス
を
運
行
予
定
で
す
。

催
し
物
　

・
餅
投
げ

・
ク
ル
ー
ジ
ン
グ（
名
鹿
漁
港
か
ら
下
田
ま
で
の

　

往
復
）

　

※

天
候
に
よ
り
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
飲
食
販
売（
伊
勢
え
び
、新
子
、土
佐
ジ
ロ
ー
カ

　

レ
ー
、
土
佐
ジ
ロ
ー
の
炊
き
込
み
、
貝
の
炊
き

　

込
み
、と
こ
ろ
て
ん
、大
学
イ
モ
な
ど
）

催
　

し

問
(社)四万十市観光協会　
☎（35）4171

四万十川火振り漁体験
見て！食べて！触る！！ 　

四
万
十
川
の
伝
統
漁
「
火
振
り
漁
」
と
四
万

十
川
の
幸
で
あ
る
鮎
、
ツ
ガ
ニ
、
手
長
エ
ビ
を

味
わ
う
体
験
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

日
　

程
　

９
月
８
日（
土
）、22
日（
土
）

　
　
　
　

10
月
７
日（
日
）

　

※

雨
天
お
よ
び
川
の
状
態
が
悪
い
時
に
は
、

　
　

中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

時
　

間
　

18
時
〜
20
時

場
　

所
　

西
土
佐
ふ
る
さ
と
市
場
集
合

参
加
費
　

　

大
人（
中
学
生
以
上
）

：

４
千
円
　
　

　

小
　

人
　
　
　
　
　

：

２
千
円

催
　

し

問

ホテル星羅四万十　　　　☎（52）2225
四万十市西土佐商工会　　☎（52）1276
四万十・川の駅カヌー館 　☎（52）2121

問
(県)幡多福祉保健所 衛生環境課 
☎（34）5119

催
　

し

日
　

時
　

９
月
15
日（
土
）

　
　
　
　

試
合
開
始：

13
時
〜

場
　

所
　

四
万
十
ス
タ
ジ
ア
ム

入
場
料
　

無
料（
四
万
十
市
後
援
試
合
）

【
試
合
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先
】

　

高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス
球
団

　

事
務
所

　

☎
０
８
８（
８
７
８
）０
７
７
５

　

（
平
日：

10
時
〜
18
時
、

　

土
曜：

10
時
〜
15
時
）

問
（財）四万十市体育協会
☎(37)4572　

問 申
働く婦人の家
☎（34）6299

対象者　市内に居住または勤務する女性　　　　　受講料　いずれも無料
申込方法　本人に限り窓口・電話で受付（9時 ～ 12時、13時～17時15分／土・日・祝日を除く）　※定員になり次第締め切り

【注】講師の都合により日程が変更になることがありますのでご了承ください。

パソコン教室

（初心者対象）

10月2日～12月4日

毎週火曜日（全10回）

※初歩的な文字入力方法・マウスの使い方などから簡単な文書の作成までを学びます。

中央公民館

1階 情報学習室
岡本　錦一 9月10日(月)～

作成データ保存用

USBメモリ
19時～21時 10人

ペン字書道

（初級）

10月2日～10月30日

毎週火曜日（全5回）

働く婦人の家

2階 講習室A
浜町　史 9月13日(木)～

19時30分

～

20時30分

10人

きもの着付け

（初心者優先）

骨盤体操

働く婦人の家

2階 和室
間崎　益美 9月18日（火）～19時～21時 13人

10月16日～11月20日
毎週火曜日（全6回）

働く婦人の家
1階 軽運動室

シミズ
ダンス
スタジオ

9月24日（月）～19時～20時 18人

日　程講座名 時　間 定　員 場　所 講　師 用意するもの 申込期間

四国アイランドリーグｐｌｕｓ公式戦
高知ファイティングドッグス
ＶＳ香川オリーブガイナーズ
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教
室
・
講
座

募
　

集

第10回 幡多ふれあい医療公開講座
日
　

時
　

10
月
６
日（
土
）

　
　
　
　

13
時
30
分
開
場
、14
時
開
始

場
　

所
　

土
佐
清
水
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

演
　

題

  

「
〝
大
腸
が
ん
〞
を
も
っ
と
知
ろ
う
」

急
増
す
る
大
腸
が
ん
の
予
防
、診
断
、治
療

　
　

に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

　
　
　

上
岡
教
人

　
　
　

（
幡
多
け
ん
み
ん
病
院
副
院
長【
外
科
】）

 

「
地
域
医
療
と
連
携
」

　
　
　

溝
渕
敏
水（
渭
南
病
院
院
長【
外
科
】）

参
加
費
　

無
料
、ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

催
　

し
いやしの里10周年“軽音楽の夕べ”　

四
万
十
い
や
し
の
里
で
は
、
開
業
10
周
年
を

記
念
し
、演
奏
者
に
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
・
エ
ク
ス
プ

レ
ス
、
コ
ー
ラ
ス
ゆ
り
か
ご
の
会
を
迎
え
音
楽

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

秋
の
夜
長
、
し
っ
と
り
と
ま
た
軽
快
な
音
楽

に
耳
を
傾
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
　

時
　

９
月
29
日（
土
） 

18
時
開
演

場
　

所
　

い
や
し
の
里 

２
階
ロ
ビ
ー

曲
　

目
　

　

・
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
、も
し
も
明
日

　

 

が（
コ
ー
ラ
ス
ゆ
り
か
ご
の
会
）

　

・
ル
パ
ン
三
世
の
テ
ー
マ
（
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
・

　

 

エ
ク
ス
プ
レ
ス
）
　
　

ほ
か

入
場
料
　

無
料

問
四万十いやしの里
☎（31）5111

問
幡多けんみん病院（経営企画課）☎ 0880（66）2222
（市）保健介護課　             　  ☎（34）1823

問 自衛隊四万十地域事務所 ☎（35）3096

四万十市雇用創造促進協議会　9月開催講座 教
室
・
講
座

問
四万十市雇用創造促進協議会
☎（34）9570　FAX（34）9571

ご不明な点がありましたら、下記までお問い合わせの上お申し込みください。応募者多数の場合は先着順になります。

募集種目 日　　時

◆高付加価値農産
物生産計画・技術
力向上研修

山下 一穂　氏
（有機のがっこう
 「土佐自然塾」塾長）

9月20日（木）
14:00～17:00

9月21日（金）
9:00～12:00

場　　所 内　　容 講　　師

座学・実地研修
四万十市立
中央公民館
3階研修室Ⅱ、
鍋島圃場

実地研修
鍋島圃場
（集合：
あぐりっこ
研修センター）

・圃場に植える野菜の栽培方法の詳細
（写真による野菜の成長過程の説明）
・畝たて※天候により畝たてを行いま
すので、農作業のできる服装と熱中症
対策をお願いします。

秋・冬野菜の播種と定植（予定）
※天候や圃場の状況で内容変更の可能
　性あり
※野外研修ですので作業できる服装で、
　熱中症対策のための飲み物をご用意
　ください。

防衛省 平成24年度各種学生等 募集

該当地区
右山元町２～３丁目、駅前町、中村本町２丁目、一条通３～５丁目

不明  ※国主管の調査のため該当地区の詳細は不明です。
具同田黒３丁目

西土佐

実施状況
実施中
実施中
実施中
実施中

調査名
家計調査

家計消費状況調査
労働力調査

毎月勤労統計調査（二種）

９月実施の統計調査 【問い合わせ先】（県）総務部 統計課　0 088(823)9344

募集種目

防衛大学校

学生

看護学生
(看護師養成)

防衛医科大学校学生

前期
９月３日～１０月１日
 試験会場：高知市 11月10日(土)、11日(日)

25年4月1日現在
高卒21歳未満

25年4月1日現在
高卒24歳未満

平成25年3月2日(土)

10月27日(土)、28日(日)

10月20日(土)

平成25年１月２３日～２月１日
 試験会場：高知市

９月３日～１０月１日
 試験会場：高知市

後期

受付期間および試験会場 １次試験期日 受験資格

平
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９月～10月開催の各種無料相談

定期相談所

（本庁）総務課
　　　☎（34）1804
（総合支所）地域企画課
　　　☎（52）1111

高知地方法務局
四万十支局
☎（34）1600

行政相談所

特設人権相談所

日　時 場　所 相談内容 問い合わせ先

日　時 場　所 相談内容 問い合わせ先

社会福祉センター

奥屋内下集会所

９月20日（木）
13時～16時

10月５日（金）
９時～12時

奥屋内下集会所
10月５日（金）
９時～12時

国や県、市の仕事に対する苦情や要望
《相談委員》武田二三生 ☎(35)6414
　　　　　正木　卓夫 ☎(37)2560

《相談委員》中平　貞行 ☎(52)1632

金銭・相続・借地借家・結婚・離婚・セク
ハラ・ＤＶ・いじめ・児童虐待・交通事
故・裁判費用など人権に関する問題

全国一斉
「高齢者・障害者の
人権あんしん相談」
強化週間

犯罪被害者相談会

全国一斉 
法務局休日相談所

※予約不要

高齢者、障害者の
ための成年後見相談会

法の日の司法書士
無料法律相談

※予約不要

成年後見制度 
個別無料相談会

多重債務者
無料相談会

こころの
健康相談会

9月10日（月）
～16日（日）

【平日】
8時30分～19時
【土、日曜日】
10時～17時

9月13日（木）
13時30分
～15時30分

9月15日（土）
13時～16時

9月23日（日）
10時～15時

9月30日（日）
10時～15時

10月2日（火）
10時～15時

10月6日（土）
10時～14時

高知地方法務局
人権擁護課

働く婦人の家 
２階講習室Ａ

四万十市消費生活
センター
（働く婦人の家内）

市立中央公民館

高知地方法務局
四万十支局

高知県
司法書士会館3階 
（高知市越前町
  2丁目6‐25）

四万十市役所
1階相談室1、2

市立中央公民館
1階大会議室

高知地方法務局
人権擁護課
☎088（822）3503

NPO法人
こうち被害者
支援センター
☎ 088（854）7511

（県）県民生活・
男女共同参画課 
☎ 088（823）9653

（市）環境生活課
☎（35）4147

（県）障害保健福祉課
☎ 088（823）9669

高知地方法務局
四万十支局
☎（34）1600

高知県司法書士会
☎ 088(825)3143  
FAX 088(824)6919

高知県行政書士会
幡多支部（担当：西川）
☎（31）0077

介護者からの肉体的・心理的虐待あ
るいは家族等による経済的虐待、就
業差別、暮らしの悩みごとなど高齢
者、障害者をめぐる人権問題

【電話番号（全国共通ナビダイヤル）】
☎0570（003）110
※かけた場所の最寄りの法務局につ
　ながります

危険運転致死傷、業務上過失致死傷、
自動車運転過失致死傷、傷害、強制わ
いせつ等の犯罪被害について

借金の返済でお困りの人の相談に弁
護士、司法書士が応じます。
また、返済生活での疲労などで心身
に不調を抱いている人の相談に、精
神保健相談員などが応じます。
契約書などの債務の状況がわかる書
類を持参してください。

土地、建物や会社の登記手続、相続や
遺言等に関する相談をはじめ、戸籍、
供託、人権に関する相談、土地の境界
に関する相談、契約や遺言等の公正
証書に関する相談について

ひとり暮らしの今後について、相続
人に認知症の人がいる場合の遺産分
割協議について、知的障害を持つ子
どもの将来について　など

【電話による相談（当日のみ）】
　☎088（823）3010
【面談による相談（要事前予約）】
　予約先 ☎088（825）3143

不動産の相続や売買など登記に関す
ること、借金に関すること、成年後見
に関すること、その他訴訟に関する
こと　など

「一人暮らしのため、将来が不安」
「障害をもっている子どもの将来が
心配｣「親のために使おうと思うけ
ど、親名義の預貯金がおろせない」
など、遺言、相続その他暮らしに関
わる心配事について

無料公証相談
四万十会場

※事前予約制

10月13日（土）、
14日（日）

10時～12時、
13時～16時

中村公証役場
中村公証役場
☎（34）1728

遺言、任意後見契約、離婚の際の養
育料等の契約、賃貸借契約、売買契
約などについての公正証書の作成
等に関すること
※電話による相談はできません

無料調停相談会
10月17日（水）
９時30分～12時

市立中央公民館 
１階大会議室Ⅰ

高知地方裁判所
中村支部
☎（35）3007

金銭、夫婦関係、親子関係、相続など
民事、家事に関する問題について

同
時
開
催



　　　

水
泳
は
も
と
も
と
大
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
で

し
た
が
、健
康
体
力
づ
く
り
に
と
思
い
、十
数

年
前
か
ら
始
め
ま
し
た
。
私
に
刺
激
さ
れ
た

の
か
息
子
と
、
全
く
泳
げ
な
か
っ
た
妻
も
泳

げ
る
よ
う
に
な
り
家
族
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
大
会
に
参
加
す
る
き
っ
か
け
は
、
国

土
交
通
省
の「
ふ
る
さ
と
の
川
整
備
事
業
」の

認
定
を
受
け
た
自
治
体
が
情
報
交
換
な
ど
を

目
的
に
設
立
し
た
「
ふ
る
さ
と
の
川
整
備
事

業
認
定
自
治
体
協
議
会
」の
総
会
で
す
。そ
の

席
で
、
四
万
十
市
の
職
員
の
方
と
知
り
合
い
、

事
業
の
一
つ
に
「
四
万
十
川
水
泳
マ
ラ
ソ
ン

大
会
」が
あ
り
、全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が

参
加
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
酒
の
勢

い
も
あ
っ
た
の
か
、
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
と
い

う
こ
と
で
話
が
盛
り
上
が
っ
た
の
が
事
の
始

ま
り
で
し
た
。

　

大
会
の
参
加
は
、
今
年
で
４
年
連
続
に
な

り
ま
す
が
、
毎
年
楽
し
み
で
千
代
田
家
の
恒

例
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。
四
万
十
川
の
清

流
、自
然
の
素
晴
ら
し
さ
、そ
し
て
何
よ
り
市

民
の
方
々
の
暖
か
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

初
め
て
大
会
に
参
加
し
た
開
会
式
で
の
観

光
協
会
藤
近
会
長
の
あ
い
さ
つ
で
、「
昨
日
、

市
民
祭
で
声
が
嗄
れ
ま
し
た
の
で
、
歓
迎
の

意
味
を
こ
め
歌
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」と
中
村
音
頭
を
歌
わ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ー
素
晴
ら
し
い
！
こ
う
い
う
歓
迎
の
あ

い
さ
つ
も
あ
り
だ
な
と
感
心
い
た
し
ま
し
た
。

他
県
か
ら
参
加
し
た
者
に
と
っ
て
は
素
晴
ら

し
い
歓
迎
の
も
て
な
し
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
長
さ
ん
か
ら
も
毎
回
気
さ
く
に

声
を
か
け
て
い
た
だ
き
感
激
で
す
。

　

今
回
、
選
手
宣
誓
を
行
う
こ
と
と
な
り
大

変
緊
張
し
ま
し
た
が
〝
無
事
〞
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
、思
い

出
に
残
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、体
力
、気
力
の
続
く
限
り
家
族
そ

ろ
っ
て
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
楽
し
く
、

気
軽
に
参
加
で
き
る
素
晴
ら
し
い
四
万
十
川

水
泳
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
盛
会
と
四
万
十
市
の

ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。

ふ
る
さ
と
応
援
団
員
か
ら
の
便
り

四
万
十
川
水
泳
マ
ラ
ソ
ン
大
会

今
年
も
親
子
で
完
泳
！

千
代
田
　

静
夫
　

　

埼
玉
県
坂
戸
市
在
住

　

昭
和
26
年
生
ま
れ

選手宣誓

●
第
８
回 

中
村
駅
ま
つ
り

　

こ
の
祭
り
は
、
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道

の
利
用
促
進
と
駅
前
の
賑
わ
い
を
創
出

す
る
こ
と
を
目
的
に
、行
政
、土
佐
く
ろ

し
お
鉄
道
㈱
、
周
辺
住
民
が
一
体
と

な
っ
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

普
段
鉄
道
を
利
用
し
な
い
人
も
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
中
村
駅
に
足
を
運
ん
で

い
た
だ
き
、
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
を
利

用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

日
　

時
　

９
月
29
日（
土
）

場
　

所
　

中
村
駅
前
広
場

催
し
物（
予
定
）

　

・
14
時
00
分
〜
　

　
　

ア
ン
パ
ン
マ
ン
列
車
見
学
会
・
撮

　
　

影
会（
サ
ニ
ー
く
ん
、サ
ン
コ
ち
ゃ

　
　

ん
も
い
る
よ
!!
）

　

・
15
時
30
分
〜
　

開
催
セ
レ
モ
ニ
ー

　

・
16
時
00
分
〜

　
　

吹
奏
楽
演
奏
会

　
　

（
県
立
中
村
中
学
高
等
学
校

市
立
中
村
中
学
校
）

　

・
17
時
00
分
〜
　

　
　

幡
多
ち
ん
ど
ん
ク
ラ
ブ
公
演

　

・
17
時
45
分
〜
　

お
菓
子
投
げ

　

・
18
時
00
分
〜
　

　
　

一
条
大
祭
歌
謡
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　

予
選
会

　

・
20
時
　

お
餅
投
げ

●
協
賛
団
体
募
集
中

　

中
村
駅
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
は
、

第
８
回
中
村
駅
ま
つ
り
に
協
賛
し
て
い

た
だ
け
る
団
体
、
個
人
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
協
賛
金
は
、

主
に「
お
菓
子
投
げ
」「
お
餅
投
げ
」の
経

費
と
し
て
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
協
賛
い
た
だ
い
た
方
は
案
内
チ
ラ
シ

に
ご
芳
名
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ

か
、
当
日
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

多
く
の
方
に
駅
ま
つ
り
に
足
を
運
ん

で
い
た
だ
き
、
駅
前
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

ご
協
力
を
い
た
だ
け
る
人
は
、
左
記

の
連
絡
先
ま
で
ご
連
絡
を
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先
】

（
市
）企
画
広
報
課
企
画
調
整
係

（
中
村
駅
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
、

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
中
村
・
宿
毛
線
運

営
協
議
会
事
務
局
）

☎（
３
４
）１
１
２
９

か
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★
人
権
さ
ま
ざ
ま
★

人
が
人
ら
し
く

人
が
人
ら
し
く89

　

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
ロ
ン
ド
ン
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
も
世
界
中
の
注
視
の
中
、

無
事
に
閉
幕
い
た
し
ま
し
た
。
だ
れ

が
メ
ダ
ル
を
と
れ
る
か
、
日
本
選
手

の
成
績
は
と
、
は
ら
は
ら
ど
き
ど
き

の
連
日
連
夜
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

楽
し
い
大
会
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

過
去
に
は
各
国
の
利
害
関
係
が
剥
き

出
し
に
さ
れ
た
り
、
政
治
に
重
き
を

置
き
す
ぎ
た
り
な
ど
、
隠
さ
な
く
て

は
な
ら
な
い
出
来
事
も
数
多
く
あ
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

一
九
三
六
年
の
ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
記
録
映
画『
オ
リ
ン
ピ
ア
』は
、

あ
の
悪
魔
の
ナ
チ
ス
党
を
率
い
る

ヒ
ッ
ト
ラ
ー
宣
伝
の
為
に
作
ら
れ
た

も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ワ
ー
グ
ナ
ー
の
交
響
曲
を
バ
ッ
ク

に
世
界
初
の
聖
火
リ
レ
ー
が
始
ま
り

ま
す
。
火
の
ト
ー
チ
が
ラ
ン
ナ
ー
に

次
々
リ
レ
ー
さ
れ
、
十
一
万
人
収
容

の
競
技
場
ま
で
繋
が
っ
て
い
き
、
祭

壇
に
点
火
、
大
群
衆
の
歓
呼
に
応
え

て
立
ち
上
が
る
独
裁
者
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
。

そ
の
後
ま
も
な
く
彼
は
、
民
族
浄
化

を
旗
印
に
、
数
十
万
の
ユ
ダ
ヤ
民
族

の
殺
戮
が
始
ま
る
の
で
す
。

　

日
独
伊
三
国
軍
事
同
盟
に
参
加
し

て
い
た
日
本
は
、一
九
四
〇
年
、ア
ジ

ア
で
最
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
、
東

京
で
開
催
さ
れ
る
手
筈
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
世
界
を
混

乱
に
陥
れ
た
世
界
大
戦
で
、
開
催
さ

れ
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

一
九
六
八
年
、メ
キ
シ
コ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
、学
生
運
動
に
参
加
し
た

若
者
達
を
撃
ち
殺
す
と
い
う
や
り

方
で
大
会
に
備
え
ま
し
た
。

　

一
九
八
〇
年
、モ
ス
ク
ワ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
も
、開
催
に
抗
議
し
た
男

性
が
赤
の
広
場
で
焼
身
自
殺
を
し

ま
し
た
。そ
の
場
面
を
撮
影
し
て
い

た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
の
記

者
は
、フ
イ
ル
ム
を
取
り
上
げ
ら
れ

て
焼
却
さ
れ
、何
人
か
の
旅
行
者
も

同
じ
目
に
遭
い
ま
し
た
。事
件
は
闇

か
ら
闇
に
葬
ら
れ
る
筈
で
し
た
が
、

一
人
の
旅
行
者
が
木
の
陰
か
ら
撮

影
。
そ
の
唯
一
の
写
真
が
、
世
界
に

公
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
の
ソ
ビ
エ
ト
は
、ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
侵
攻
で
、ア
メ
リ
カ
も
日
本
も

大
会
不
参
加
の
ま
ま
、強
行
さ
れ
た

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
な
り
ま
し
た
。

　

前
回
の
北
京
大
会
も
、チ
ベ
ッ
ト

の
民
衆
蜂
起
を
中
国
政
府
が
武
力

で
弾
圧
、聖
火
リ
レ
ー
も
無
事
に
通

過
で
き
る
だ
ろ
う
か
と
世
界
の
世

論
が
注
視
し
た
こ
と
で
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
精
神
何
処
吹
く
風
で

強
行
さ
れ
た
そ
ん
な
大
会
を
振
り

返
り
、歓
び
に
浸
り
き
れ
な
い
立
場

の
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
歴
史
も

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
私
は
思
い

ま
す
。

　

四
万
十
市
人
権
啓
発
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
　

衞

お
誕
生

　

お
め
で
と
う

お
誕
生

　

お
め
で
と
う

池
川
 

蓮

山
﨑
 

櫂

坂
本
 

義
宗

山
本
 

蒼
人

寺
尾
 

梓
菜

豊
島
 

成
裕

長
木
 

日
和

田
中
 

涼
乃

齋
藤
 

心
乃

宮
西
 

澪
鳳

都
築
 

明
咲
実

鈴
木
 

穂
香

江
口
 

聡
馬

沖
 

絆
成

有
友
 

海
翔

れ
ん

か
い

よ
し
む
ね

あ
お
と

し
い
な

じ
ょ
う
す
け

ひ
よ
り

す
ず
の

こ
　

の

れ
お
ん

あ
　

さ
　

み

ほ
の
か

そ
う
ま

ば
ん
せ
い

か
い
と

 

和
也

貴
弘

圭修暁
彦

征
吾

功
任

智
也

慎
一

良
輔

幸
成

真
弥

揚
亮

雅
規

歩

（
平
成
24
・
７
・
６
〜
平
成
24
・
８
・
５
届
分
）
（
平
成
24
・
７
・
６
〜
平
成
24
・
８
・
５
届
分
）

ご
冥
福
を

　

お
祈
り
し
ま
す 

      

中
村
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中
村
大
橋
通

中
村
大
橋
通

中
村
百
笑
町

中
村
弥
生
町

中
村
天
神
橋

中
村
於
東
町

古

津

賀

古

津

賀

古

津

賀

古

津

賀

渡

川

渡

川

渡

川

井
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甲

住
　

所

保
護
者

赤
ち
ゃ
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所

享 

年

氏
　
　

  

名

 

「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」
、
「
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
す
」
の
コ
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平成23年12月に各戸に配布した、「平成24年四万十市カ
レンダー」において、下記のとおり不破八幡宮大祭の日程
について誤りがありましたので、お詫びして訂正します。

（誤）10月13日（土）不破八幡宮大祭（宵祭）
（正）10月 6日（土）不破八幡宮大祭（宵祭）

（誤）10月14日（日）不破八幡宮大祭
（正）10月 7日（日）不破八幡宮大祭

102

さ
つ
り
く

て
は
ず



㈱中村住設
㈲福永工業
㈲大杉設備工業
㈲カキタニ設備
岡崎プロパン㈱
㈲夕部設備
西南管工
㈱奥宮工業
㈲大同設備
㈲石井建設
㈲山下建設
豚座建設㈱

）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）

（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

土
日
土
日
月
土
日
土
日
土
日
月

9月8日
9日

15日
16日
17日
22日
23日
29日
30日

10月6日
7日
8日

☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（
☎（

人（
人（
人（
戸（

＋102 
＋ 34 
＋ 68 
＋108 

）
）
）
）

36,005
16,996
19,009
16,502

人
人
人
人

88
68
20
33

7

「広報四万十」10月号は10月3日(水)発送予定です「広報四万十」10月号は10月3日(水)発送予定です

水道の使用を開始・中止するときは…
引っ越しなどで水道の使用を開始、中止または使用
者の名義を変更するときは、事前に下記までご連絡
をお願いします。

【問い合わせ・連絡先】
（本　　庁) 水　道　課　☎（34)1711
（総合支所）産業建設課　☎（52)1111

佐々木整形外科
市民病院
幡多病院
さたけ小児科
木俵病院
大野内科
市民病院
山下整形外科

）
）
）
）
）
）
）
）

日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（
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日
日
月
土
日
日
日
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月
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9
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9
16
17
22
23
30
7
8

☎（ 3 4 ）7 1 7 7
☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 4 ）6 2 1 1
☎（ 3 7 ）2 2 5 5
☎（ 3 4 ）1 2 1 1
☎（ 3 7 ）5 2 8 1
☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 4 ）0 5 1 1

※当番については変更になる場合がありますので、各医療機関へ
　事前に電話でお問い合わせください。
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き
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拍
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を
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送
り
し

ま
す
。

（
安
仁
）

　
この

調査は、国民のふだんの就業・不就業の状態を詳
細に把握することにより、雇用政策を始め経済政策など
に必要な基礎資料を得ることを目的に実施します。
　調査の対象となった世帯には、９月上旬から統計調査
員が伺いますので、調査の趣旨をご理解いただき、ご協
力をお願いします。

総務省・高知県・四万十市

働く未来を考える
平成２４年１０月１日現在で
就業構造基本調査を実施します

【問い合わせ・提灯台担ぎ手応募先】はたフェス実行委員会事務局　☎（35）6900　ホームページ http://hatafes.com/

※雨天時は安並運動公園

※7月9日より、人口に外国人住民の方が含まれています。

入場
無料

食べて・踊って・
遊んで・学んで・餅ひらおう。
昨年四万十市で2万人を集め、今年5月には黒潮町でも開催した「はたフェス」が帰ってきます！入田河川敷に、幡多地域内外の「食」「楽」
「学」が大集合！あらゆる世代・地域・分野が混ざり合い、こどもからお年寄りまで、皆が遊び、楽しみ、そして学べるイベント！

提灯台担ぎ手募集！
本イベントに出展される提灯台、子ども提灯台の担ぎ手を募集します。
市民や観光客など、どなたでもお気軽に下記までご応募ください。
募集人数　提灯台：30人程度（18歳以上）　　
　　　　　子ども提灯台：15人程度
　　　　　（小学校高学年以上、ただし小学生は保護者同伴）
　　　　　※いずれも男女は問いません。
募集期限　９月13日（木）17時まで　　　　参加料　無料

※詳細は27ページをご覧ください

幡多のうまいもんや特産品が一同に集まる市町村別
マーケット。エコ～健康～安全をテーマに自然を活かし
未来につなげる循環型マーケットエリア。その他、地域
内外からの工芸品や手作りグッズもお見逃しなく！

音楽～ダンス～お笑い～伝統芸能まで世代を超えて楽
しめるステージイベントに、餅投げ、乗馬体験、馬術
ショー、ライブペイント、少年サッカー「はたフェス杯」、
スケボー＆BMXに、前回大好評だったスラックライン
他、新プロブラムも盛りだくさん♪

地域を考えるシンポジウム、自然エネルギーや手作り非
電化製品の展示、たいさくくん防災ショー、生活に役立
つ全員参加型ネットワークづくりゲーム、動植物ふれあ
い体験、その他様々なワークショップをご用意。
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